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直近の状況
(出典)

健康寿命
の延伸

日常生活動作が
自立している期
間の平均の延伸

男性:79.52年(平均寿命と
の差0.99年 H22）<79.08>

女性:84.78年(平均寿命と
の差1.93年 H22）<83.50>

(H24厚生労働省科学研究
費補助金「健康寿命におけ
る将来予測と生活習慣病
対策の費用対効果に関す
る研究」健康寿命の算定プ
ログラムによる算定数値）

健康な状態を日常生活動
作が自立していることと規
定し、介護保険の要介護
度の要介護2～5を不健康
(要介護）な状態とし算定。

平均寿命と健
康寿命の差を
縮める

・個人の生活の質を向上させる「健康なひとづくり」の
身体活動・運動をはじめとする9つの分野を推進する

・社会環境の質を向上させる「健康なまちづくり」の
ソーシャルキャピタルの醸成をはじめとする3つの分
野を推進する

・食育分野を推進する

健康寿命の延伸

●目標：平均寿命と健康寿命の差を縮める 　  (※〈　〉内はH22県の数値）

具体的目標 評価指標 目標値 対策



身体活動・運動
●目標：身体を動かす習慣を持つことで、生活習慣病の発症予防・介護予防ができる(※〈 〉内はH22県の数値)

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

20～64歳
男性:48.8% <29.7%>
女性:55.7%<29.0%>

65歳以上
男性:68.2%<37.8%>
女性:73.8%<43.8%>

(健ながアンケート)

H30実施事業計画

【スポーツ振興】
①長浜文化スポーツ振興事業団への委
託による各種運動教室等を実施する（び
わ湖長浜ツーデーマーチ、浅井お市マラ
ソン等）。
②スポーツイベント及び総合型地域ｽﾎﾟｰ
ﾂｸﾗﾌﾞの事業について、自治会配布チラシ
や「広報ながはま」に、スポーツNAVIや文
スポチャンネルとして毎月掲載し、情報提
供及び啓発を実施する。
③地域住民を中心とした定期的なスポー
ツ教室、大会の開催を行う総合型地域ス
ポーツクラブへの支援を行う。
（８クラブ）余呉、西浅井、木之本、高月、
湖北、長浜、びわ、虎姫
④総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ連絡協議会事
業を開催する（情報交換、連携の強化、啓
発事業の開催）。

【健推】
①特定保健指導、健康栄養相談時に個
人の生活に沿った運動を実践できるよう
に従事者研修を実施。
②特定健診・生活習慣病健診受診者に対
して、結果説明会（実践編）を開催し、健
康運動指導士が自宅で継続できる運動に
ついて指導。

③ながはま健康ウォークを開催
④健康推進員養成講座を実施。
⑤報道媒体による啓発。
⑥出前講座で健康づくりのための運動と
転倒予防についての指導を行う。

【健推】
①特定保健指導、健康栄養相談時にアク
ティブガイド（厚労省健康づくりのための
身体活動指針）に基づき、個人の生活に
沿った身体活動が実践できるよう指導し
ている。
②
・健康出前講座で日常生活において、健
康維持のために今よりも＋10分体を動か
すことを伝え、自宅で実践できる体操を紹
介した。

H29実施結果

【スポーツ振興】
①
・びわ湖長浜ツーデーマーチ　3,254人参加
・長浜市浅井お市マラソン　6,121人参加
②器械体操教室やヨガ教室などの各種運動教室や
スポーツイベント及び総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの事業
について、自治会配布チラシや「広報ながはま」の
文スポチャンネルのコーナーを通し、情報提供及び
啓発をした。
③幼少期スポーツ教室を7クラブに委託し開催した。
H29年度実績　75件・1,545人参加、目標値の1,350
人は達成した。
④総合型地域スポーツクラブ連絡協議会による「ス
ポーツ鬼ごっこ大会」を平成30年3月18日に開催

【健推】
①特定保健指導、健康栄養相談時に個人の生活に
沿った運動を実践できるように従事者研修を実施。
Ｈ29年8月に実施し20名参加。
②特定健診・生活習慣病健診受診者に対して、結
果説明会（実践編）を開催し、健康運動指導士が自
宅で継続できる運動について指導。全4回、71名参
加予定。

③ながはま健康ウォークを開催(第1日程：9月26 日
～10月5 日、第2日程：10月31日～11月9日)し、延
822人(実 595人）が参加。参加者のうち 5名に保健
指導を実施し、運動の継続、定着を支援した。
④健康推進員養成講座で2 回実施。第1回：11人、
第2回12人参加、ステップアップ研修で運動プラス
10の講習、 ウォーキング講習、きゃんせ体操を実
施。
第1回講習　　　：実47人
第2回運動実践：実44人
⑤滋賀夕刊7月号で運動の必要性を啓発した。
⑥
・出前講座で健康づくりのための運動と転倒予防に
ついての指導を行った。
・転倒予防　　 ：3回（81人受講）

・公民館等で行われている運動サークル等の資源
の一覧を作成し、特定保健指導や出前講座などで
随時紹介実施。

【健推】
①特定保健指導、健康栄養相談時にアクティブガイ
ド（厚労省健康づくりのための身体活動指針）に基
づき、個人の生活に沿った身体活動が実践できるよ
う指導している。
②
・健康出前講座で日常生活において、健康維持の
ために今よりも＋10分体を動かすことを伝え、自宅
で実践できる体操を紹介した。
・運動のすすめ：1回（20人受講）
③
・ロコモティブシンドローム予防の啓発のため、0次
予防コホート事業成果報告会にて、京都大学の講
師を迎え講演会を実施。
12月10日（日）：70人出席
・65歳以上の元気高齢者への啓発を念頭に、ロコモ
予防啓発媒体（マグネット）を作成した。

H29実施事業計画

【スポーツ振興】
①長浜文化スポーツ振興事業団への委託による
各種運動教室等を実施する（びわ湖長浜ツー
デーマーチ、浅井お市マラソン等）。
②スポーツイベント及び総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ
の事業について、自治会配布チラシや「広報なが
はま」に、スポーツNAVIや文スポチャンネルとし
て毎月掲載し、情報提供及び啓発を実施する。
③地域住民を中心とした定期的なスポーツ教室、
大会の開催を行う総合型地域スポーツクラブへ
の支援を行う。
（６クラブ、２準備委員会）
（６クラブ）余呉、西浅井、木之本、高月、湖北、長
浜
（２準備委員会）びわ、虎姫
④総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ連絡協議会事業を開催
する（情報交換、連携の強化、啓発事業の開
催）。

【健推】
①特定保健指導、健康栄養相談時に個人の生
活に沿った運動を実践できるように従事者研修を
行い、指導力を向上し啓発する。
②特定健診・生活習慣病健診受診者に対して、
結果説明会（実践編）を開催し、健康運動指導士
が自宅で継続できる運動について指導する。
③ながはま健康ウォークを開催し、家族、友人等
みんなが誘い合い、励まし合いながら歩くことを
きっかけとして、その後も運動が継続できるように
支援する。
④健康推進員養成講座、ステップアップ研修の
中で、健康づくりのための運動を指導する。
⑤滋賀夕刊等で運動の必要性を啓発する。
⑥出前講座で健康づくりのための運動と転倒予
防についての指導を行う。
⑦公民館等で行われている運動サークル等の資
源の一覧を作成し、特定保健指導や出前講座な
どで随時紹介する。

【健推】
①特定保健指導、健康栄養相談時にアクティブ
ガイド（厚労省健康づくりのための身体活動指
針）に基づき、個人の生活に沿った身体活動が
実践できるよう指導する。
②健康出前講座で日常生活において、健康維持
のために今よりも＋10分体を動かすことを伝え、
自宅で実践できる体操を紹介する。
③ロコモティブシンドローム予防の啓発に講座や
チラシ作成を実施する。

H28実施結果

【文化スポーツ】
・器械体操教室やヨガ教室などの各種運動教室
やスポーツイベント及び総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ
の事業について、自治会配布チラシや「広報なが
はま」の文スポチャンネルのコーナーを通し、情
報提供及び啓発をした。

・陸上教室や運動遊び・体験など地域住民を中
心とした定期的なスポーツ教室、ビーチールやソ
フトボール等の大会の開催を行う総合型地域ス
ポーツクラブの設立・支援。
幼少期スポーツ教室を7クラブに委託し開催し
た。全89回開催、延べ1350人参加。
（６クラブ、２準備委員会）
（６クラブ）余呉、西浅井、木之本、高月、湖北、旧
長浜
（２準備委員会）びわ、虎姫

・総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ連絡協議会事業の開催
本年度４回開催し、「スポーツ鬼ごっこ大会」の実
施をはじめ、情報交換、連携の強化、「しょうがい
者スポーツ」の啓発を行なった。

【健推】
・ながはま健康ウォークを開催(9月27日～11月17
日)し、延1,015人(実745人）が参加。参加者のうち
11名に保健指導を実施し、運動の継続、定着を
支援した。
・特定保健指導初回実施者297人、（実施率
54.52％、H29.5.24時点）、健康栄養相談を実169
人、延273人に実施、個人の生活に沿った運動を
実践できるように指導した。
・メタボ撃退教室を4回実施し、実62人に対して、
健康運動指導士による自宅で継続できる運動の
紹介・実践を行った。3か月後アンケートにより教
室後の運動状況の変化を確認した。
・健康推進員養成講座で2回実12人（延19人）、ス
テップアップ研修で2回延95人に運動指導と実践
を行った。
・広報ながはま、滋賀夕刊で運動に関する情報
提供を実施した。
・随時希望する団体に、ホームビクスDVDの提供
を行い、運動の自主グループが継続して活動で
きるよう支援した。

【健推】
・特定保健指導（実297名）、健康栄養相談（延
273名）のうち、生活改善の取り組みとして、必要
な人に運動の目標設定を相談し、継続を支援し
た。
・メタボ撃退教室4回の中で、アクティブガイドに基
づいた運動指導を行った。
・健康出前講座で日常生活において、健康維持
のために今よりも+10分身体を動かす事を伝え、
自宅で実践できる体操を紹介した（8回、延137
人）。

身体を動
かすことを
習慣にし
ている人
の増加

20～64歳
60%

65歳以上
75%

徒歩10分で行け
る所へ出かける
とき、主に徒歩
または自転車で
出かける人の増
加

・運動の必要性や体に良
い運動方法についての
情報を提供する

･仲間作りができる取り組
みや運動の自主グルー
プ活動を支援する

・ウォーキング教室等の
イベントや運動のできる
場についての情報を提供
する

・学校、地域、職場で開
催される行事やスポーツ
レクリエーション等に積極
的に参加する

・運動を楽しむために仲
間をつくる

・日常生活で意識的に身
体を動かす（階段や自転
車の使用等）

具体的目標 評価指標 目標値
対策

20～64歳
男性:20%
女性:25%

65歳以上
男性:30%
女性:38%

継続して運動す
る人の増加

20～64歳
男性:15.2%<16.0%>
女性:19.9%<14.2%>

65歳以上
男性:24.8%<35.4%>
女性:32.7%<23.8%>

(健ながアンケート)



生活習慣病の早期発見と重症化予防

●目標：がんの早期発見と重症化予防　　　  (※〈　〉内はH22県の数値）

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

女性の胃
がんと男
性の肺が
んの標準
化死亡比
(ベイズ推
定値
EBSMR)の
減少

女性の胃がんと
男性の肺がんの
標準化死亡比
(ベイズ推定値
EBSMR)の減少
（H13～H22)

女性の胃がん
121.7<108.2>
男性の肺がん
110.2<109.7>
(H24滋賀県健康づくり
支援資料集）

減少傾向

【健推】
①胃がん検診　５０回実施
２８５６人受診　受診率８．２％
②肺がん検診 ３３回実施
１７４７人受診　受診率５．０％
③がんをテーマに出前講座を4回実施。その他の
テーマの出前講座も含め、がん予防や検診啓
発、チラシ配布を行った。
④総合健診会場での減塩の啓発を実施した。地
域でのみそ汁の塩分測定やイベントや各地区文
化祭などでの減塩みそ汁試飲を実施し、啓発し
た。
⑤がん検診のパンフレットを作成し、市内かかり
つけ医からの受診勧奨を依頼した。

【健推】
①胃がん検診の実施
②肺がん検診の実施
③出前講座でがん予防や検診啓発、チラシ配布
を行う。
④健康推進員による減塩の啓発
⑤かかりつけ医からのがん検診の受診勧奨

①胃がん検診　５０回実施
　２８３６人受診　受診率　　８．５％
②肺がん検診　３４回実施
　１６７２人受診　受診率　　５．０％
③出前講座　５回実施
④総合健診会場での減塩啓発を実施した。
　地区でみそ汁の塩分濃度測定やイベント時に
減塩みそ汁の試食を行った。
⑤がん検診のパンフレットを作成し、市内医療機
関に配布した。かかりつけ医からのがん検診受
診勧奨を依頼した。

【健推】
①胃がん検診の実施
②肺がん検診の実施
③出前講座でがん予防や検診啓発、チラシ配布
を行う。
④健康推進員による減塩の啓発
⑤かかりつけ医からのがん検診の受診勧奨
⑥胃がん検診の2年未受診者に勧奨はがき送
付。

精検受診率の増
加

胃:85.8%
大腸:80.8%
子宮:96.4%
乳:90.4%
肺:95.2%
（H24）

100%

【健推】
①要精検者全員に電話または訪問での精
密検査の受診勧奨を行った。
②がん検診予約者に精検の必要性につい
て書かれたパンフレットを郵送。連絡のつか
ない精検未受診者に対してパンフレットを郵
送。

【健推】
①精密検査未受診者を把握し、電話や訪問
による受診勧奨を行う。
②検診受診者に精密検査の案内を配布。ま
た要精検者には結果通知時に精密検査実
施医療機関一覧やパンフレットを同封し受診
につながりやすいよう案内する。

①要精検者へ結果通知後約2週間後に電話
や訪問にて精密検査受診勧奨を行った。
②総合健診会場でがん検診受診者全員に
精密検査の案内チラシを配布した。要精検
者には、結果通知時に精密検査実施医療機
関一覧やパンフレットを同封した。

【健推】
①精密検査未受診者を把握し、電話や訪問
による受診勧奨を行う。
②検診受診者に精密検査の案内を配布。ま
た要精検者には結果通知時に精密検査実
施医療機関一覧やパンフレットを同封し受診
につながりやすいよう案内する。

H30実施事業計画

【健推】
①がん検診受診意向調査を行う。その結果、が
ん検診を受診する機会のない人には受診勧奨を
行う。
②クーポン未利用者には電話やはがきで利用を
案内する。
③全国健康保険協会（協会けんぽ）と連携し、協
会けんぽの特定健診会場にて啓発、受診勧奨を
実施する。
④市民団体等と協働し、がんについての正しい
知識の普及とがん検診の受診勧奨を行う。
乳がんクーポン券対象者限定で、日曜医療機関
検診実施。
⑤子どもががんを学ぶ機会を作るため、学校保
健と連携する。
⑥検診についての正しい知識の普及のため、広
報や健康教室で啓発する。
⑦母親世代に対して、幼児健診や出前講座でが
ん検診について啓発・受診勧奨を行う。
⑧新規国保加入者、国保特定健診対象者（受診
券送付時）にがん検診の案内チラシを配布。
⑨大腸がんの医療機関検診実施。

H29実施結果

①がん検診受診についての調査を実施。9,896人
に送付し、1,952人（19.7％）から回答があった。う
ち680人ががん検診を予約した。
　がん検診を受ける予定がない人のうち「経済的
負担あり」「怖い」「健康だ」「受ける場所がわから
ない」「時間がない」と回答した287人に電話勧奨
を行い、22人ががん検診を予約した。
②9月にクーポン未利用者へのはがきによる受
診勧奨を実施した。1・2月に電話にて大腸がん検
診（追加）の勧奨をおこなった。2月16日現在、子
宮頸がん検診35人、乳がん検診179人、大腸が
ん検診210人が受診した。
③協会けんぽの特定健診会場で4日間がん検診
受診啓発・勧奨を行った。のべ383人が予約し
た。
④ピンクリボン長浜実行委員会と協働し、ピンク
リボンながはま２０１７のイベントを企画したが、
雨天のため一部中止となった。がん検診・長浜城
ライトアップは実施した。
　がん検診受診向上プロジェクト推進企業グルー
プ(アフラック・長浜信用金庫）・地域がん診療連
携拠点病院・図書館・市民団体と連携し、高月図
書館で「がんを知ろう展」を開催した。
⑤学校保健・医療・行政の保険分野が連携し、市
内13中学校のうち12校でがん教育を実施した。
⑥長浜市広報紙に年5回、滋賀夕刊に年1回がん
の啓発記事を掲載した。
⑦乳幼児健診で、健診についての啓発チラシを
配布した。市内スーパーの店頭で街頭啓発を実
施した。

H28実施結果 H29実施事業計画

【健推】
①がん検診受診意向調査を10,253人に送付し、
2,144人から返信（20.9％）あり、879人（40.0％）が
予約。がん検診を受診する機会がない人や健康
に自信がある等の理由で受診の予定がないと回
答された421人に対し電話勧奨を実施、延べ60人
が予約。
②9月にクーポン未利用者にはがきによる利用勧
奨を行ない、2月14日の時点では、子宮頸がん検
診は36人、乳がん検診は228人、大腸がん検診
は255人のクーポン対象者が受診されている。ま
た3月に大腸がん検診を追加日程で実施するた
め、クーポン未利用で電話番号がわかる対象者
359人に電話での勧奨も実施。
③協会けんぽの特定健診会場にて5日間、がん
検診の啓発、受診勧奨を行い、延べ451人が予
約。
④
・市民団体（ピンクリボン長浜実行委員会）と協働
しイベントの開催。
・がん検診受診率向上プロジェクト推進企業グ
ループ（アフラック、長浜信用金庫）、地域がん診
療連携拠点病院、図書館、市民団体と連携し、
浅井図書館で展示会を開催。（10日間）
・がん検診受診率向上プロジェクト推進企業グ
ループと協働し、7/3「がんフォーラム」の会場で
啓発、企業の店舗で啓発。
⑤学校保健と連携しがん教育実施の講師調整（3
校）やパネル貸し出し（3校）実施。
⑥広報（計８回）、滋賀夕刊（8月7日掲載）にがん
検診について掲載した。

【健推】
①がん検診受診意向調査を行う。その結果、が
ん検診を受診する機会のない人には受診勧奨を
行う。
②クーポン未利用者には電話やはがきで利用を
案内する。
③全国健康保険協会（協会けんぽ）と連携し、協
会けんぽの特定健診会場にて啓発、受診勧奨を
実施する。
④市民団体等と協働し、がんについての正しい
知識の普及とがん検診の受診勧奨を行う。
⑤子どもががんを学ぶ機会を作るため、学校保
健と連携する。
⑥検診についての正しい知識の普及のため、広
報や健康教室で啓発する。
⑦母親世代に対して、幼児健診や出前講座でが
ん検診について啓発・受診勧奨を行う。

がんの早
期発見と
早期治療

具体的目標 評価指標 目標値
対策

・がん検診を定期的に
受診する

・がんに関する知識を
持つ
・精密検査が必要な場
合は検査を受ける

・がん検診の重要性を啓
発する

・がん検診を実施すると
ともに、受診率・精密検
査受診率の向上を図る

胃:男性:41.6%<35.9%>
　　女性:32.2%<26.6%>
大腸:男性:35.2%<28.2%>
　　   女性:38.7%<23.9%>
肺:男性:31.8%<20.5%>
　  女性:20.5%<15.6%>
(単純Ｘ線撮影含む)
乳:43.8%<28.7%>
子宮:42.6%<34.7%>

（健ながアンケート）

がん検診を定期
的に受けている
人の増加(胃・大
腸・肺・乳40歳以
上69歳以下/子
宮20歳以上69歳
以下）

35%



●目標：高血圧・脂質異常症・糖尿病の早期発見と重症化予防　  (※〈　〉内はH22県の数値）

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

高血圧の改善
(収縮期血圧の
平均値の低下）

男性:129.7mmHg
女性:126.9mmHg

(H24特定健診)

男性:127mmHg
女性:124mmHg

Ⅱ度高血圧以上
の割合の減少
(収縮期血圧
160mmHg以上又
は拡張期血圧
100mmHg以上)

223人
4.7%

（H24特定健診）

4.0%

【健推】
　対象者 282名のうち、  169名の医療受診
を確認した。 91名は電話や訪問にて受診勧
奨した。

【健推】
医療機関未受診者に対し、受診勧奨を行う。

【健推】
　平成30年5月10日現在、対象者295名のう
ち、179名の医療受診を確認した。 68名は電
話や訪問にて受診勧奨した。40 名は特定保
健指導の対象にもなっており、保健指導の
勧奨も兼ねて医療機関への受診勧奨を行っ
ている。

【健推】
医療機関未受診者に対し、受診勧奨を行う。

脂質異常症の減
少

LDLコレステロール160
㎎/dl以上の者の割合
男性:8.1%
女性:10.5%

(H24特定健診)

男性:7.0%
女性:9.5%

【健推】
①対象者 282名のうち、  169名の医療受診
を確認した。 91名は電話や訪問にて受診勧
奨した。

②結果説明会280名（15回開催）、メタボ撃
退教室62名（4回開催）に実施し、健診結果
の見方の説明や生活習慣の改善方法につ
いて具体的に指導した。

【健推】
①医療機関未受診者に対し、受診勧奨を行
う。
②結果説明会を実施する。

【健推】
①平成30年5月10日現在、対象者295名のう
ち、179名の医療受診を確認した。 68名は電
話や訪問にて受診勧奨した。40 名は特定保
健指導の対象にもなっており、保健指導の
勧奨も兼ねて医療機関への受診勧奨を行っ
ている。

②結果説明会224名（14回開催）、ヘルス
アップ運動教室76名（4回開催）、健診結果
の見方の説明や生活習慣の改善方法につ
いて個別に指導を行っている。

【健推】
①医療機関未受診者に対し、受診勧奨を行
う。
②結果説明会を実施する。

メタボリックシン
ドローム該当者
及び予備軍の減
少

該当者670人
予備軍481人
H20年度に比べて16.4%
減
（H24特定健診）
<平成20年度に比べて
1.3%増加>

20%減

・特定保健指導やその
他の保健指導を利用す
る

・生活習慣を改善する

・生活習慣改善の必要
性や具体的な方法につ
いて、わかりやすく指導
する

【健推】
・特定保健指導を297名（実施率54.5%）、結
果説明会280名（15回開催）、メタボ撃退教
室62名（4回開催）、健康栄養相談実169名
延273名に実施した。健診結果を分かりやす
く伝え、生活習慣の改善の必要性や具体的
な方法について指導を行った。また、健診の
継続受診の必要性を説明した。

【健推】
①特定保健指導を実施する。
②結果説明会を実施する。
③健康栄養相談を実施する。

【健推】
①②③
　特定保健指導を242名（実施率46.4%H30.4
末時点）、結果説明会224名（14回開催）、ヘ
ルスアップ運動教室76名（4回開催）、健康栄
養相談実581名、延769名の実施見込みであ
る。個別に健診結果を分かりやすく伝え、生
活習慣の改善の必要性や具体的な方法に
ついて指導を行っっている。
　また、健診の継続受診の必要性を説明し
ている。

【健推】
①特定保健指導を実施する。
②結果説明会を実施する。
③健康栄養相談を実施する。

H30実施事業計画

【健推】
①特定保健指導を実施する。
②結果説明会を実施する。
③健康栄養相談を実施する。

【健推】
ＨｂＡ1ｃ7.0％以上でかかりつけ医のいない
者に対し訪問・指導を行う。

【健推】
　対象者５名に訪問や電話で指導をおこなっ
た。うち４名は医療機関を受診した。

【健推】
①②③
　特定保健指導を230名（実施率41.0%）、結
果説明会220名（14回開催）、ヘルスアップ運
動教室71名（4回開催）、健康栄養相談実
346名、延454名の実施見込みである。個別
に健診結果を分かりやすく伝え、生活習慣
の改善の必要性や具体的な方法について
指導を行っている。
　また、健診の継続受診の必要性を説明し
ている。

H29実施結果H28実施結果 H29実施事業計画具体的目標 評価指標 目標値

高血圧・脂
質異常症・
糖尿病の
早期発見
と重症化

予防

対策

血糖コントロール
指標におけるコ
ントロール不良
者の割合の減少
（HbA1cがNGSP
値8.4%以上の者
の割合の減少）

脳血管疾患
92人　50.8％

(H24年度）

38人
0.8%
<0.6%>

（H24特定健診）

【健推】
・特定保健指導を297名（実施率54.5%）、結
果説明会280名（15回開催）、メタボ撃退教
室62名（4回開催）、健康栄養相談実169名
延273名に実施した。健診結果を分かりやす
く伝え、生活習慣の改善の必要性や具体的
な方法について指導を行った。また、健診の
継続受診の必要性を説明した。

【健推】
①特定保健指導を実施する。
②結果説明会を実施する。
③健康栄養相談を実施する。

【健推】
　対象者3名に訪問や電話で指導をおこなっ
た。うち2名は医療機関を受診した。

【健推】
ＨｂＡ1ｃ8.0％以上の者に対し訪問・指導を行
う。

介護保険第2号
被保険者の原因
疾患で脳血管疾
患が占める割合
の減少

48.0%

・特定健診等を受診す
る

・医療機関への受診が
必要な場合は受診する

・治療が必要な場合は
治療を継続する

・生活習慣を改善する

・特定健診を実施すると
ともに受診率の向上に
努める

・健診結果をわかりやす
く伝え、生活習慣の改善
を促す

0.7%

・治療を継続する

・主治医の指導のもと、
生活習慣の改善に努め
る

・コントロール不良者に
は個別指導を実施し、適
切な医療につなげる



直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み
H30実施事業計画H29実施結果H28実施結果 H29実施事業計画具体的目標 評価指標 目標値

対策

21.1%<13.0%>

(H24)

●目標：COPDの発症予防と重症化予防　  (※〈　〉内はH22県の数値）

具体的目標 評価指標 直近の状況 目標値

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

COPDの発
症予防と
重症化予
防

成人喫煙率の低
下(「毎日吸う」
「時々吸う」人の
割合　(20歳以
上)）

男性:24.5%<38.4%>
女性:5.3%<7.4%>

(健ながアンケート）

男性:20%
女性:4%

・禁煙に努める
・COPDは喫煙が起因し
ていることを啓発する

【健推】
①たばこの行政出前講座
②健康推進員養成講座、ステップアップ講座でタ
バコが体に与える影響や受動喫煙防止について
紹介し、今後の健康推進員活動の参考としてもら
う
③特定保健指導、健康栄養相談

【健推】
①たばこの行政出前講座
②健康推進員養成講座、ステップアップ研修で
COPDや受動喫煙について説明、推進員活動の
参考とする
③地域づくり協議会代表者会議でたばこの害や
受動喫煙について説明し、地域での健康づくりに
反映してもらう
④妊婦への情報提供
⑤地区の健康づうりイベントでの周知
⑥商工会や市内事業所への情報提供
⑦特定保健指導・健康栄養相談

【保険医療課】
　喫煙者にCOPDのチラシを郵送する。

【健康推進課】
①②たばこの行政出前講座実施：3回　延118人
　　虎姫地区健康推進員研修
　　健康推進員養成講座（出前扱い）
　　健康推進員ステップアップ講座（出前扱い）
③地域づくり協議会代表者会議でたばこの害や
受動喫煙について説明し、市の健康課題である
ことを啓発するとともに、啓発媒体の貸出し、出
前講座など地域で行える事業を紹介した。
H29年6月13日：合計72名出席
④母子手帳交付時に妊婦・同居者の喫煙状況を
確認。該当者へ保健指導
妊婦：15人　（H30年2月22日時点）
⑤地区の健康づくりイベントでスモーカーライ
ザーを用いた啓発を実施。
・４圏域：45人
⑥商工振興課の協力のもと、企業内人権研修の
総会の場で、企業の喫煙対策に関するアンケー
ト結果の説明、市内の禁煙外来一覧、出前講座
や国の補助などの情報提供を実施。
・市内企業：283社
⑦特定保健指導で喫煙状況を確認し、禁煙指導
実施、必要に応じ禁煙外来情報を提供。

【保険医療課】
589人にCOPDのチラシを郵送した。

【健推】
①たばこの行政出前講座
②健康推進員養成講座、ステップアップ研修で
COPDや受動喫煙について説明、推進員活動の
参考とする
③乳幼児健診で喫煙している保護者に対しての
指導
④妊婦への情報提供
⑤地区の健康づうりイベントでの周知
⑥商工会や市内事業所への情報提供
⑦特定保健指導・健康栄養相談

【保険医療課】
前年度特定健診の問診票で喫煙習慣があると回
答した国保被保険者に対し、ＣＯＰＤに関する啓
発を紙媒体で行う。

【健推・保険医療課】
①長浜市国民健康保険特定健診対象者につい
て、過去の受診履歴・健診結果を分析の上、年
間を通じて紙媒体や電話による受診勧奨を行う。
②地域づくり協議会と連携し、健康づくり事業や
健診受診の啓発を行う
【健推】
③長浜市国民健康保険特定健診対象者に受診
勧奨を行う（電話・はがき）
④地域づくり協議会と連携し、健康づくり事業や
健診受診の啓発を行う
⑤地域住民と会う機会（乳幼児健診、出前講座、
地域の文化祭等）で健診の啓発を行う。
⑥生活圏域ケア会議において、多職種と連携し、
健診受診の啓発を行う。

【健推】
①特定保健指導利用を勧奨する。
②結果説明会を実施する。

H30実施事業計画H29実施結果

【健推】
①②
　特定保健指導を242名（実施率46.4%H30.4末時
点）、結果説明会224名（14回開催）、ヘルスアッ
プ運動教室76名（4回開催）、健康栄養相談実
581名、延769名の実施見込みである。個別に健
診結果を分かりやすく伝え、生活習慣の改善の
必要性や具体的な方法について指導を行っって
いる。
　また、健診の継続受診の必要性を説明してい
る。

【健推・保険医療課】
①長浜市国民健康保険特定健診対象者に電話
や大判ハガキなどで受診勧奨を行った。
②地域づくり協議会と連携し、健康づくり事業や
健診受診の啓発を行った。
【健推】
③長浜市国民健康保険特定健診対象者に電話
やはがきで受診勧奨を行った。
④地域づくり協議会や健康推進員と連携し、健康
づくり事業や健診受診の啓発を行った。地域の
文化祭等の催しに参加した。
⑤地域住民と会う機会（乳幼児健診、出前講座、
地域の文化祭、ショッピングセンター）で健診のチ
ラシやティッシュを配布し、健診の受診啓発を
行った。
⑥生活圏域ケア会議において、多職種と連携し
健診受診率等の情報を共有した上で様々な場で
健診受診の啓発を行った。

H28実施結果

【健推】
・特定保健指導を297名（実施率54.5%）、結果説
明会280名（15回開催）、メタボ撃退教室62名（4
回開催）に実施した。特定保健指導対象者には
電話勧奨をおこなった。
・健康栄養相談実169名延273名に実施した。生
活習慣改善の具体的な目標が継続できるように
支援した。

【健推】
①特定保健指導利用を勧奨する。
②結果説明会を実施する。

・特定健診を定期的に
受診する

・特定健診の重要性を
啓発する

・健診を受けやすい体制
をつくる

高血圧・脂
質異常症・
糖尿病の
早期発見
と重症化

予防

H29実施事業計画

【保険医療課・健推】
　電話勧奨を2520人に実施し、767人が受診。大
判ハガキや圧着ハガキを20,891人に送付し、
1,990人が受診した。
　地域づくり協議会や健康推進員と連携し、出前
講座やイベントへのブース出展など健康づくり活
動や広報やチラシでの健診受診勧奨を実施し
た。
　総合健診ではインターネット予約を実施し、いつ
でも予約できるようにした。のべ444名が利用した

【健推・保険医療課】
①長浜市国民健康保険特定健診対象者に受診
勧奨を行う（電話・はがき）
②地域づくり協議会と連携し、健康づくり事業や
健診受診の啓発を行う
【健推】
③長浜市国民健康保険特定健診対象者に受診
勧奨を行う（電話・はがき）
④地域づくり協議会と連携し、健康づくり事業や
健診受診の啓発を行う
⑤地域住民と会う機会（乳幼児健診、出前講座、
地域の文化祭等）で健診の啓発を行う。
⑥生活圏域ケア会議において、多職種と連携し、
健診受診の啓発を行う。

特定保健指導実
施率の向上

60.0%

対策

・特定保健指導やその
他の保健指導を利用す
る

・生活習慣を改善する

・生活習慣改善の必要
性や具体的な方法につ
いて、わかりやすく指導
する

・保健指導が受けやすい
体制をつくる

特定保健指導以
外の保健指導を
受けた人の増加

のべ55人
（H24栄養相談）

増加傾向

特定健診等を定
期的に受けてい
る人の増加

60.0%

20歳以上:46.6%
40歳以上:46.6%

（健ながアンケート）



喫煙対策

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み
H30実施事業計画

【すこやか】
①小中学校の教科（体育、保健体育）において喫煙の害につ
いて学ぶ。
②薬物乱用防止教室を実施する。
③がん教育の中でリスクの１つとして喫煙の害についてふれ
る。

【健推】
①希望があった市内小中学校へ喫煙の害についてのパネル
等啓発物品の貸出を行う。
②市内小中学校の健康づくりイベント・がん教育でタバコの害
について啓発する。
③各健康づくりイベント等において呼気の一酸化濃度測定、
パネル展示、禁煙指導を行う。
④市内事業所、商工会、地域づくり協議会、健康推進員が集
まる研修などで、妊婦や未成年へのタバコの害・受動喫煙対
策について説明する。

【すこやか】
①市内全校園において敷地内禁煙を継続実施する。
②小中学校の教科（体育・保健体育）において受動喫煙の害
について学ぶ。
③啓発運動等の資料を各校に提供する。

【健推】
①乳幼児健診時にたばこに関するチラシを配布し、受動喫煙
防止の指導を行う。
②広報でタバコの害について啓発する。
③市のホームページでタバコの害・受動喫煙について啓発す
る。
④喫煙に関する出前講座実施
⑤健康推進員養成講座、ステップアップ講座で、たばこが体に
与える影響や受動喫煙防止について紹介し、健康推進員活
動の参考にしてもらう。
⑥市内企業などへ受動喫煙防止、出前講座や国の補助制度
などの情報提供を行う。
⑦受動喫煙防止啓発ポスターを企業へ郵送する。
⑧保健所および市役所関係課と連携して、庁舎内、駅周辺、
観光地の受動喫煙防止対策を推進する。

H29実施結果

【すこやか】
①小中学校の保健学習において、喫煙の害について学んだ。
②薬物乱用防止教室を実施した。
※全小中学校で実施
③がん教育の中でリスクの１つとして喫煙の害についてふれ
た。

【健推】
①希望があった市内小中学校へ喫煙の害についてのパネル
等啓発物品の貸出を行う。
・貸出し数：3校
②市内小中学校の健康づくりイベントでタバコの害について啓
発した。
・がん教育の場でたばこの害などに触れた。（12校）
③各健康づくりイベント等において呼気の一酸化濃度測定、
パネル展示、禁煙指導を行った。（340人受講）
・健康フェスティバル
・長浜農業高校文化祭
・湖北口腔フェスティバル
・エコチルフェスタ
・田根まつり
・湯田まつり
・下草野まつり
④市内事業所、商工会、地域づくり協議会、健康推進員が集
まる研修などで、妊婦や未成年へのタバコの害・受動喫煙対
策について説明すした。
・市内人権研修総会で説明：283社
・地域づくり協議会総会で説明：72人参加

【すこやか】
①市内全校園において敷地内禁煙を継続実施。
②小学６年生および中学生の保健学習において受動喫煙の
害について学んだ。
③啓発運動等の資料を各校に提供した。

【健推】
①29年6月号の滋賀夕刊で受動喫煙防止に関する記事を掲
載する。
②29年5月15日号広報で世界禁煙デー及びタバコの害につい
て啓発した。
③未実施
④⑤喫煙に関する出前講座実施
・3回（延118人受講）
※健康推進員養成講座・ステップアップ研修含む
※ステップアップ研修では保健所たばこ担当よりイエローカー
ドの説明を実施
⑤企業へ行った受動喫煙対策アンケート結果を、市内事業所
へ返却する。同時に受動喫煙防止、出前講座や国の補助制
度などの情報提供を行った。
・市内企業内人権研修総会で実施：283社
⑥受動喫煙防止啓発ポスターを企業、自治会へ郵送した。
・市内企業：283社
⑦保健所および市役所関係課と連携して、庁舎内、駅周辺、
観光地の受動喫煙防止対策を推進した。
・労働安全衛生委員会で議題にあげる
・環境保全課と協議し、加熱式たばこも路上喫煙防止条例の
対象となることで意見統一
・まちなか活性化室に受動喫煙防止に関する情報提供

・家庭での禁煙・分煙を徹
底する

・喫煙者は決められた場
所で喫煙する

・受動喫煙の害を理解す
る

・地域の人が集まる場所
は、禁煙・分煙にするよう
働きかける

・喫煙場所や禁煙の表示
をわかりやすくする

・受動喫煙の害について
の情報提供に努める

企業における分
煙・禁煙を実施
しているところの
増加

95%

●目標：喫煙の害から健康を守る     (※〈　〉内はH22県の数値）

具体的目標 評価指標 目標値
対策

未成年者
の喫煙を
防ぐ

子どもや妊婦の
前で喫煙しない
人の増加

75%

・未成年者はたばこを吸
わない

・未成年者の前でたばこ
を吸わない

・たばこを売る時は未成
年者でないことを確認す
るよう努める

・未成年者の喫煙防止に
向け、学校に対して特別
活動や総合的な学習の
場で啓発活動を行う

・喫煙の害についての情
報提供に努める

・未成年者の前で喫煙し
ないよう働きかける

70.9%

（健ながアンケート）

90.3%

(H23長浜市調査)

受動喫煙
を防止す
る

H28実施結果

【すこやか】
・市内全校園において敷地内禁煙を継
続実施。
・小学６年生および中学生の保健学習
において受動喫煙の害について学ぶ。
・啓発運動等の資料を各校に提供し
た。

【健推】
①H２９年２月号の滋賀夕刊に新しいた
ばこと受動喫煙に関する記事を掲載
②H２８年５月１５日号の広報にて世界
禁煙デーについて周知
④健康推進員養成講座にて喫煙の害
について講座実施　１２人受講
健康推進員ステップアップ講座で喫煙
の害について講座実施　８０人受講
⑤市内事業所２８３ヶ所に受動喫煙対
策についてのアンケート実施。
回収１３３部　回収率４７％
⑥受動喫煙啓発ポスターを作成
官公庁、公民館、保健所、社会福祉協
議会、市内医療機関(歯科含む）、薬局
へ配布（２４８ヶ所）
市内自治会配布：446ヶ所
※自治会発送はH29年4月

【すこやか】
・小中学校の保健学習において、喫煙
の害について学ぶ。
・薬物乱用防止教室を実施する。
※全中学校実施、小学校についてもほ
ぼ全校で実施
・がん教育の中でリスクの１つとして喫
煙の害についてふれる。

【健康推進課】
①喫煙啓発パネル等の媒体を小学校
１校へ貸し出した。
また、小学校の健康教育で喫煙による
害について短時間の講座を実施。実施
校は１校。(93人受講)
②市内イベントでの呼気中一酸化炭素
測定、パネル類展示、禁煙指導を計７
回、延べ２９０人へ実施
・健康フェスティバル
・長浜農業高校文化祭
・湖北口腔フェスティバル
・西黒田福祉の日イベント
・エコチルフェスタ
・木之本わいわいフェスタ
・浅井田根祭り

H29実施事業計画

【すこやか】
①小中学校の保健学習において、
喫煙の害について学ぶ。
②薬物乱用防止教室を実施する。
③がん教育の中でリスクの１つとし
て喫煙の害についてふれる。

【健推】
①希望があった市内小中学校へ喫
煙の害についてのパネル等啓発物
品の貸出を行う。
②市内小中学校の健康づくりイベン
トでタバコの害について啓発する。
③各健康づくりイベント等において
呼気の一酸化濃度測定、パネル展
示、禁煙指導を行う。
④市内事業所、商工会、地域づくり
協議会、健康推進員が集まる研修
などで、妊婦や未成年へのタバコの
害・受動喫煙対策について説明す
る。

【すこやか】
①市内全校園において敷地内禁煙
を継続実施する。
②小学６年生および中学生の保健
学習において受動喫煙の害につい
て学ぶ。
③啓発運動等の資料を各校に提供
する。

【健推】
①滋賀夕刊で受動喫煙防止に関す
る記事を掲載する。
②広報でタバコの害について啓発す
る。
③市のホームページでタバコの害・
受動喫煙について啓発する。
④喫煙に関する出前講座実施
⑤健康推進員養成講座、ステップ
アップ講座で、たばこが体に与える
影響や受動喫煙防止について紹介
し、健康推進員活動の参考にしても
らう。
⑥企業へ行った受動喫煙対策アン
ケート結果を、市内事業所へ返却す
る。同時に受動喫煙防止、出前講座
や国の補助制度などの情報提供を
行う。
⑦受動喫煙防止啓発ポスターを企
業へ郵送する。
⑧保健所および市役所関係課と連
携して、庁舎内、駅周辺、観光地の
受動喫煙防止対策を推進する。



直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

妊婦の喫煙者を
なくす

3.6%
(H25.5～9月妊婦お尋ね
票)
(H22国　5%)

0%

【健推】
①妊娠届出時に妊婦・夫の喫煙状
況を聞きとり、喫煙者39人に喫煙の
影響について指導した。

【健推】
①妊娠届出時の聞き取り票にて
妊婦・夫の喫煙状況を聞き取る。
喫煙の影響について指導する。

【健康推進課】
母子手帳交付時に妊婦・同居者の喫煙状況を確認。該
当者へ保健指導。
・妊婦：15人（H30年2月22日時点）

【健推】
①妊娠届出時の聞き取り票にて妊婦・夫の喫煙状況を
聞き取る。喫煙の影響について指導する。

H30実施事業計画

【健進】
①特定保健指導で喫煙状況を確認し、禁煙指導実施、
必要に応じ禁煙外来情報を提供
②健診結果説明会にて、喫煙者及び希望者に呼気中一
酸化炭素濃度を測定し禁煙啓発及び指導を実施、必要
に応じ禁煙外来情報を提供
③図書館での啓発チラシの配布
⑤康推進員養成講座及びステップアップ講座で禁煙方
法及び市の取組みについて紹介
⑥市内事業所や自治会関係者が集まる場で、喫煙の害
や市の喫煙対策、禁煙外来などの情報提供を行う

H29実施結果

【健進】
①特定保健指導で喫煙状況を確認し、禁煙指導実施、
必要に応じ禁煙外来情報を提供した。
②健診結果説明会にて、喫煙者及び希望者に呼気中一
酸化炭素濃度を測定し禁煙啓発及び指導を実施、必要
に応じ禁煙外来情報を提供　95人（H30年2月23日時点）
③H２９年５月１５日号の広報にて世界禁煙デー及び市
の禁煙相談窓口について周知について周知。
④滋賀夕刊6月号と図書貸出レシート5月号で啓発。
⑤健康推進員養成講座及びステップアップ講座で禁煙
方法及び市の取組みについて紹介。
⑥市内事業所や自治会関係者が集まる場で、喫煙の害
や市の喫煙対策、禁煙外来などの情報提供を行った。

具体的目標 評価指標 目標値

禁煙を支
援する

成人喫煙率の低
下(「毎日吸う」
「時々吸う」人の
割合　20歳以上)

男性:20%
女性:4%

・禁煙支援を医療機関、
保健センターで受けられ
ることを知る

・禁煙できるように家族等
がサポートする

・妊娠期のたばこの影響
について知り、喫煙をしな
い

・禁煙支援の充実を図る

･禁煙支援が受けられる
機関は、その情報提供に
努める

・喫煙の害についての情
報提供に努める

・妊娠届出時に禁煙の啓
発をする

男性:24.5%<38.4%>
女性:5.3%<7.4%>

(健ながアンケート)

対策
H28実施結果

【健進】
①特定保健指導で喫煙状況を確認
し、禁煙指導実施
②健診結果説明会にて、喫煙者及
び希望者に呼気中一酸化炭素濃度
を測定し禁煙啓発及び指導を実施
１４８人
③H２８年５月１５日号の広報にて世
界禁煙デー及び市の禁煙相談窓口
について周知
④健康推進員養成講座及びステッ
プアップ講座で禁煙方法及び市の
取組みについて紹介した　９２人

H29実施事業計画

【健進】
①特定保健指導で喫煙状況を確
認し、禁煙指導実施、必要に応じ
禁煙外来情報を提供
②健診結果説明会にて、喫煙者
及び希望者に呼気中一酸化炭素
濃度を測定し禁煙啓発及び指導
を実施、必要に応じ禁煙外来情
報を提供
③H２９年５月１５日号の広報にて
世界禁煙デー及び市の禁煙相談
窓口について周知について周知
④滋賀夕刊や図書貸出レシート
で啓発
⑤康推進員養成講座及びステッ
プアップ講座で禁煙方法及び市
の取組みについて紹介
⑥市内事業所や自治会関係者
が集まる場で、喫煙の害や市の
喫煙対策、禁煙外来などの情報
提供を行う



飲酒対策

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

妊婦の飲酒を防ぐ

5.5%
(H25.5～9月妊婦お尋ね
票）
(H22国　8.7%)

0%

【健推】
①妊娠届出時の聞き取り票にて
妊婦飲酒状況を聞きとり、９人に
飲酒の影響について指導した。
②飲酒に関する出前講座は申し
込みがなく実施なし。
③健康推進員養成講座
H28.6.29にて周知実施。（12人受
講）

【健推】
①妊娠届出時の聞き取り票にて
妊婦飲酒状況を聞き取る。飲酒
の影響について指導。
②飲酒に関する健康出前講座
③健康推進員養成講座での周
知

・妊娠届け時の妊婦おだずね票
より、飲酒習慣がある人３人には
飲酒が赤ちゃんに与える影響に
ついて指導した。
・平成２９年度はたばこ・飲酒の
内容での健康出前講座を３回実
施した。
・健康推進員養成講座で「喫煙と
アルコール」の内容で講義を行っ
た。（１１人受講）

【健推】
①妊娠届出時の聞き取り票にて
妊婦飲酒状況を聞き取る。飲酒
の影響について指導。
②飲酒に関する健康出前講座
③健康推進員養成講座での周
知

H30実施事業計画

【健推】
①特定保健指導時や健康栄養
相談実施時にパンフレットを用い
て指導
②飲酒に関する健康出前講座
③健康推進員養成講座での周
知

【すこやか】
①教科（体育、保健体育）での学
習
②薬物乱用防止教室の中で、飲
酒の害にふれる。
③がん教育の中でリスクの１つと
して飲酒についてふれる。

H29実施結果

①特定保健指導や健康栄養相
談実施時に、適正量（１合）を超
えて飲酒している人には、パンフ
レット等を用いて適正量の指導を
行った。
②平成２９年度はたばこ・飲酒の
内容での健康出前講座を３回実
施した。
③健康推進員養成講座で「喫煙
とアルコール」の内容で講義を
行った。（１１人受講）

【すこやか】
①体育科（保健領域）での学習
　小学校
　　飲酒の害
　中学校
　　飲酒が健康に及ぼす影響
　　未成年者の飲酒の害
②薬物乱用防止教育の中で、飲
酒の害にふれる。

H28実施結果 H29実施事業計画

【健推】
・特定保健指導時や健康栄養相
談実施時に飲酒の適正量（１合）
超えている方にはパンフレットを
参考に適正量を伝えた。
・飲酒に関する健康出前講座は
申し込みがなく実施なし。

・健康推進員養成講座　H28.6.29
にて周知実施。（12人受講）

【健推】
①特定保健指導時や健康栄養
相談実施時にパンフレットを用い
て指導
②飲酒に関する健康出前講座
③健康推進員養成講座での周
知

【すこやか】
・体育科（保健領域）での学習
    小学校６年生
　　   飲酒の害
    中学校
       心身への急性影響
　 　  依存性
　 　  始めるきっかけと防止対策

【すこやか】
①体育科（保健領域）での学習
②薬物乱用防止教育の中で、飲
酒の害にふれる。

●目標：飲酒の害から健康を守る　   (※〈　〉内はH22県の数値）

具体的目標 評価指標 目標値
対策

生活習慣病
のリスクを
高める量を
飲酒してい
る人を減ら
す

週1回以上飲酒する
人のうち、1日あたり
の純アルコール摂取
量が男性40g以上女
性20g以上の人の割
合の減少
（20歳以上）

男性:20.0%
女性:6.0%

・休肝日をつくる

・飲酒する場合は節度のある
適度な飲酒量（1日1合程度）
を知る

・一気飲みや無理な飲み方
をせず、周囲に強要しない

・飲酒の害について企業内・
地域研修をする

・健診や相談で適正飲酒量
を伝える

・アルコールに対する体質を
知る機会をつくる

男性:22.6%<21.8%>
女性:7.6%<5.8%>
（健ながアンケート）

妊婦・未成
年の飲酒を
防ぐ

地域で未成年者
にお酒を勧める人
の減少

0%

・未成年者にはお酒を飲ませ
ない

・未成年者にお酒を勧めない

・未成年者が飲酒による身
体への影響を知る

・未成年者の目につくところ
にお酒を置かない

・妊娠期や授乳期期間中の
アルコールの影響を知る

・学校でアルコールの教育を
する

・ＰＴＡ等を対象に未成年者
に及ぼす飲酒の害について
啓発をする

・地域の集まり等で飲酒を強
要しないよう周知する

・未成年の飲酒による身体
への影響について周知する

・妊娠届出時にアルコール
の影響について啓発する

4.8%
(健ながアンケート)



こころ・休養
●目標：こころが健康で社会活動できる　  (※〈　〉内はH22県の数値）

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

男性:25.8%<22.6%>
女性:34.3%<31.9%>

(健ながアンケート)

男性:79.5%<75.6%>
女性:79.3%<73.8%>

(健ながアンケート)

自殺者の減少
29人　　　　20人
23.7%　　 　16.5%
(H22）　　　（H24）

H32までに自殺
死亡率H22の

20%以下
（19.0％）

・こころの健康の重要性と
うつ等の正しい知識の普
及啓発をする

【健推】
①出前講座（心と睡眠）　８回　１２９人受
講
　出前講座（ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰ）　１回　１３人受
講
②職場でメンタルヘルス研修（ゲートキー
パー養成研修）３企業　１２８人受講
　健康推進員養成講座　１１人受講
　ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ　２会場４２人受講
③心の健康相談会　年６回　１８人
④新生児訪問とこんにちは赤ちゃん訪問
において９７５人

【健推】
①出前講座での啓発（心と体の休息）
②ゲートキーパー養成研修　企業向け、
基礎編、応用編で説明
③心の健康相談会の実施
④新生児訪問時や４か月健診時母親へ産
後うつの啓発パンフレット配布

①出前講座（心と睡眠）3回　65人受講
　出前講座（ゲートキーパー）1回16人受講
②職場でメンタルヘルスケア研修（ゲート
キーパー養成研修）3企業157人受講、健
康推進員養成講座10人受講、みんなで
ゲートキーパー研修基礎編　47人、応用
編26人受講
③心の健康相談会　年6回　18人
④全数の新生児訪問において産後うつ啓
発のパンフレット配布　875人

【健推】
①ゲートキーパー養成研修を企業向け及
び市職員向けに実施
②心の健康相談会の実施
③新生児訪問時や４か月健診時、母親へ
産後うつの啓発パンフレットを配布し説明
する。

自分自身のうつのサイ
ンに気付いたとき「なに
もしない」人の減少

10.6%

（健ながアンケート）
10%

・保健所や医師会と連携
する

・精神科専門医の確保に
ついて県に働きかける

不安や悩みの相談相手
がいる人の増加

80.7%

（健ながアンケート）
85%

【健推】
小中学校用啓発用DVDを購入

【健推】
養護教諭部会でDVD貸出の啓発を行う

【健推】
DVD貸出実績なし

【健推】
小中学校用啓発用DVDの貸し出しを、養
教部会で啓発する。

地域活動
 34.2%
学習・趣味・スポーツ
42.5%

(健ながアンケート)

H30実施事業計画

【健推】
①10か月児健診時、睡眠と生活リズムに
ついてのチラシを配布し、説明する。

【健推】
①相談窓口一覧チラシをゲートキーパー
養成研修受講者や中学生、各関係機関等
に配布する。
②ゲートキーパー研修を3企業、市職員、
出前講座、健康推進員養成講座で実施

【健推】
①「ゲートキーパー養成研修（企業向け、
市職員向け）
②心の健康相談会の実施
③新生児訪問時や4か月児健診において
産後うつ啓発のパンフレットを配布する。

【健推】
企業向けに職場でメンタルヘルス研修の
実施（ゲートキーパー養成研修）3企業実
施予定

H29実施結果

①10か月児健診時、生活リズムについて
のチラシを配布（880人）
②出前講座（心と睡眠）　3回　65人受講

①相談窓口一覧チラシ配布 588枚
②ゲートキーパー養成講座を3企業、基礎
編、応用編、出前講座、健康推進員養成
講座で実施　計２５６人

①出前講座（心と睡眠）3回　65人受講
　出前講座（ゲートキーパー）1回16人受講
②職場でメンタルヘルスケア研修（ゲート
キーパー養成研修）3企業157人受講、健
康推進員養成講座10人受講、みんなで
ゲートキーパー研修基礎編　47人、応用
編26人受講
③心の健康相談会　年6回　18人
④全数の新生児８７５人

職場でメンタルヘルス研修（ゲートキー
パー養成研修）3企業　157人受講

ワークライ
フバランス
がとれる

「地域活動」「学習・趣
味・スポーツ」のための
時間が取れている人の
増加(「十分取れている」
「まあ取れている」)

地域活動
学習・趣味・

スポーツ
50%

・地域活動や個人の時間
を作る

・自分にあった生きがい、
趣味を持つ

・職場におけるストレス(残
業等）について関心を高め
る

・企業向けの講座をする

・趣味やスポーツ活動の振
興に努める

家庭・地域
でほどよい
つながりが
持てる

・悩みや不安を持つ人に声
をかける

・地域の公民館活動等に
参加する

・家族とのコミュニケーショ
ンを持つ

・家庭や地域で役割を持つ

・地域で人との交流の場を
作る

・家族・隣近所の声かけ運
動の推進をする

・こころの病気を理解して、
活動する人を支援する
(ゲートキーパーを養成す
る)

1,223人

（平成23～25年度養成）

うつについ
て理解で
き、早期に
対応できる

・心の悩みを相談できる機
関を知る

・悩みや不安を相談できる
相手を持つ

・こころの健康について相
談できる機関・電話番号等
を周知する

うつのサインを知ってい
る人の増加(「よく知って
いた」「少しは知ってい
た」人の割合)

77.9%

(健ながアンケート)
80%

自殺予防やうつについ
ての研修を受けた人
(ゲートキーパー)の増
加

H30
のべ2,700人

生活のリズ
ムを整える

規則正しい生活をして
いる人の増加

男性:30%
女性:40%

・規則正しい生活を心が
け、十分な睡眠をとる

・朝食を食べる

・こころの健康と生活リズ
ムの関連性について啓発
をする

睡眠による休養がとれ
ている人の増加(睡眠が
「十分とれている」「まあ
とれている」人の割合）

80%

具体的目標 評価指標 目標値
対策

【健推】
①出前講座（心と睡眠）　８回　１２９人受
講
　出前講座（ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰ）　１回　１３人受
講
②職場でメンタルヘルス研修（ゲートキー
パー養成研修）３企業　１２８人受講
　健康推進員養成講座　１１人受講
　ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ　２会場４２人受講
③心の健康相談会　年６回　１８人
④新生児訪問とこんにちは赤ちゃん訪問
において９７５人

【健推】
①出前講座での啓発（心と体の休息）
②ゲートキーパー養成研修（企業向け、基
礎編、応用編）H29年度新規４００人養成
予定
③心の健康相談会の実施
④新生児訪問時や４か月健診時母親へ産
後うつの啓発パンフレット配布

【健推】
職場でメンタルヘルス研修（ゲートキー
パー養成研修）３企業　１２８人受講

【健推】
企業向けに職場でのメンタルヘルス研修
の実施（ゲートキーパー養成研修）３企業
予定

H28実施結果 H29実施事業計画

【健推】
①１０か月児健診時チラシ配布　１００８人
②出前講座（心と睡眠）　８回　１２９人受
講

【健推】
①１０か月児健診時、心身の健康と生活リ
ズムについてチラシを配布して説明する。
②出前講座（心と体の休息について）で生
活リズムと心の健康の関連について説明
する。

【健推】
①相談窓口チラシを配布  ６０２枚
②ゲートキーパー養成講座を３企業と出
前講座、推進員養成講座で実施　計１５２
人
　フォローアップ研修を２会場で実施　４１
人

【健推】
①相談窓口一覧チラシをゲートキーパー
養成研修受講者や各関係機関等に配布
する



歯・口腔の健康
●目標：歯・口腔の健康を保ち、はつらつと生活できる　  (※〈　〉内はH22県の数値）

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

3歳児:73.9%<80.1%>
(H24)
12歳児(中学1年
生):53.0%<60.6%>
(H24)

(滋賀県歯科保健関係
資料集H24年度版等)

59.9%<49.5%>

(健ながアンケート)

76.8%

(健ながアンケート)

42.6%

(健ながアンケート)

80歳代で20本以
上の歯がある人
の増加

29.2%

(健ながアンケート)
34%

噛むことに満足
している人の増
加(75歳以上)

66.0%
(健ながアンケート)

71%

【健推】
①乳幼児歯科健康診査事業（１０か月児～３
歳８か月児）
②成人歯科健康相談
③歯周病検診

【健推】
①1８回３６４人
②出前講座　　３８回
③広報ながはま、滋賀夕刊等に啓発記事掲
載

【健推】
①歯周病検診
②出前講座
③広報紙での啓発

H30実施事業計画

【健推】
①乳幼児歯科健康診査事業（１０か月児～３
歳８か月児）年齢に応じた歯科保健指導を実
施。また、歯科健診時にむし歯ハイリスク児を
スクリーニングし、健診後６か月間のフォロー
を行う。
②妊娠中の人に対して歯科健診の推進及び
歯科啓発を実施
③パパチャレンジ講座の開催
④成人歯科健康相談(結果説明会基礎編で
実施）主に歯周病に関する相談及び助言
⑤歯周病検診 自覚症状の少ない歯周病に
対し早期対処がとれるよう指導を実施
⑥出前講座(支援センター、推進員、老人会
等）
⑦母子及び成人検診の出動及び事業内容等
について、歯科医師会との連携を図る
⑧広報紙での啓発
⑨長浜市健康づくり推進協議会　歯科保健
　専門部会の開催

【健推】
①乳幼児歯科健康診査事業（１０か月児～３
歳８か月児）
②成人歯科健康相談
③歯周病検診

【健推】
①歯周病検診
②出前講座

【健推】
①歯周病検診
②出前講座

【健推】
①乳幼児歯科健康診査事業（１０か月児～３
歳８か月児）
②成人歯科健康相談
③歯周病検診
④出前講座
⑤広報紙での啓発

【健推】
①歯周病検診
②出前講座
③広報紙での啓発

H29実施事業計画

【健推】
①乳幼児歯科健康診査事業（１０か月児～３
歳８か月児）年齢に応じた歯科保健指導を実
施。また、歯科健診時にむし歯ハイリスク児を
スクリーニングし、健診後６か月間のフォロー
を行う。
②妊娠中の人に対して歯科健診の推進及び
歯科啓発を実施
③パパチャレンジ講座の開催
④成人歯科健康相談(結果説明会基礎編で
実施）主に歯周病に関する相談及び助言
⑤歯周病検診 自覚症状の少ない歯周病に
対し早期対処がとれるよう指導を実施
⑥出前講座(支援センター、推進員、老人会
等）
⑦母子及び成人検診の出動及び事業内容等
について、歯科医師会との連携を図る
⑧広報紙での啓発
⑨長浜市健康づくり推進協議会　歯科保健
　専門部会の開催

【健推】
①歯周病検診
②出前講座
③広報紙での啓発

【健推】
①長浜・高月の2会場で実施　１４４回
②結果説明会基礎編　１4回　２２０人
③歯周病検診　1８回３９９人
④出前講座　　２４回３３４人
⑤広報ながはま6月、11月啓発記事掲載

【健推】
①歯周病検診　1８回３９９人
②出前講座　　２４回３３４人
③広報ながはま6月、11月啓発記事掲載

【健推】
①歯周病検診　1８回３９９人
②出前講座　　２４回３３４人
③広報ながはま6月、11月啓発記事掲載

H29実施結果

【健推】
①長浜・高月の2会場で実施　１４４回
・1歳8か月児、2歳8か月児健診時でのむし歯
ハイリスク児に対し、健診後の電話訪問や来
所相談、手紙等でのフォローを実施。
②母子手帳配布時に歯科健診の受診勧奨お
よび啓発チラシ配布（随時）
・マタニティ広場で啓発　7/29、10/14、3/10
③パパチャレンジ講座　11/12　１３組
④結果説明会基礎編　１4回　２２０人
⑤歯周病検診　1８回３９９人
⑥出前講座　２４回３３４人
⑦随時実施
⑧広報ながはま6月、11月啓発記事掲載
⑨長浜市健康づくり推進協議会　歯科保健
　専門部会の開催　２/８

【健推】
①長浜・高月の2会場で実施　１４４回
②結果説明会基礎編　１4回　２２０人
③歯周病検診　1８回３９９人

【健推】
①歯周病検診　1８回３９９人
②出前講座　２４回３３４人

【健推】
①歯周病検診　1８回３９９人
②出前講座　２４回３３４人

H28実施結果

【健推】
①・長浜・高月の2会場で実施　１４４回
　３，９６２人
・1歳8か月児、2歳8か月児健診時でのむし歯
ハイリスク児に対し、健診後の電話訪問や来
所相談、手紙等でのフォローを実施。
②・母子手帳配布時に歯科健診の受診勧奨
および啓発チラシ配布（随時）
・マタニティ広場で啓発　３回

③結果説明会実践編　4回
④歯周病検診　1８回３６４人
⑤出前講座　３８回
⑥事業内容について打合せを実施
⑦広報ながはま6月、11月、滋賀夕刊　11月
  に啓発記事掲載
⑧長浜市健康づくり推進協議会　歯科保健
　専門部会の開催　H29.;2

【健推】
①長浜・高月の2会場で実施　１４４回
　３，９６２人
②結果説明会実践編　4回
③歯周病検診　1８回３６４人

3歳児 :0.8本
12歳児 :0.8本

歯ぐきから血が
出る人の減少
(30～64歳)

30%

噛むことに満足
している人の増
加(30～64歳)

85%

高齢者の
口腔機能
(口の動
き）が維
持・向上で
きる

・口腔体操をする

・口腔ケア（歯磨き、舌の
ケア等）をする

・歯科のかかりつけ医を
持ち、定期的に歯科健
（検）診を受ける

・口腔機能を高めるため
の情報を提供する

具体的目標 評価指標 目標値
対策

 むし歯・歯
周病によ
る歯の喪
失を防ぐ

むし歯のない人
の増加

3歳児:83%
12歳児:65.5% ・歯と口腔の健康に関す

る正しい知識をもつ

・自分にあった歯磨きの
方法、補助用具の使用方
法を身につける

・歯科のかかりつけ医をも
つ

・定期的に歯科健（検）診
を受ける

・定期的に歯科医療機関
へ歯石をとりにいく

・フッ素について正しく理
解する

・定期的にフッ素を利用す
る(フッ素塗布、フッ素入り
歯磨き剤等)

・食後に歯磨きをする

・仕上げ磨きをする

・おやつの後にお茶を飲
んだり、うがいをする

・おやつの時間を決める

・よく噛んで食べる習慣を
つける

・歯と口腔の健康に関す
る正しい知識の啓発をす
る

・関係機関との連携を図
る

・歯科健（検）診が受けら
れる機会を設ける

・ブラッシング指導が受け
られる機会を設ける

・定期健（検）診の必要性
についての啓発をする

・フッ素について正しい知
識の啓発をする

・歯科医院、健診等での
定期的なフッ素塗布を推
進する（フッ素塗布の際
にはインフォームドコンセ
ントを実施する）

・歯科のかかりつけ医をも
つよう啓発をする

60歳代で24本以
上の歯がある人
の増加

70%

定期的に歯科を
受診している人
の増加

40%
34%

（健ながアンケート）

3歳児
 1.08本<0.69本>（H24)
12歳児(中学1年生)
 1.2本<1.06本>(H24)
（滋賀県歯科保健関係
資料集Ｈ24年度版等）

1人当たりのむし
歯本数の減少

【健推】
①歯周病検診　1８回３６４人
②出前講座　　３８回
③広報ながはま、滋賀夕刊等に啓発記事掲
載

【健推】
①歯周病検診
②出前講座
③広報紙での啓発

【健推】
①歯周病検診　1８回３６４人
②出前講座　３８回

【健推】
①歯周病検診
②出前講座

【健推】
①歯周病検診　1８回３６４人
②出前講座　３８回

【健推】
①歯周病検診
②出前講座

【健推】
①長浜・高月の2会場で実施　１４４回
　３，９６２人
②結果説明会実践編　4回
③歯周病検診　1８回３６４人
④出前講座　　３８回
⑤広報ながはま、滋賀夕刊等に啓発記事掲
載

【健推】
①乳幼児歯科健康診査事業（１０か月児～３
歳８か月児）
②成人歯科健康相談
③歯周病検診
④出前講座
⑤広報紙での啓発



高齢者の健康

●目標：高齢になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる　 (※〈　〉内はH22県の数値）

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

H29実施結果

【健推】
①特定保健指導を242名（実施率
46.4%H30.4末時点）、結果説明会224名（14
回開催）、ヘルスアップ運動教室76名（4回
開催）、健康栄養相談実581名、延769名の
実施見込みである。個別に健診結果を分か
りやすく伝え、生活習慣の改善の必要性や
具体的な方法の中で運動習慣の確立につ
いて指導を行っっている。
②ながはま健康ウォークを開催（９月２６日
～１１月９日）し、延べ８２２人（実５９５人）が
参加し、５人に特定保健指導を実施し、運
動の継続・定着を支援した。
③滋賀夕刊に運動啓発に　関する記事を掲
載した。計１回（運動の大切さ)
④健康推進員養成講座で２回延べ１９人、
ステップアップ研修で２回延べ９５人に運動
指導と実践を行った。
⑤運動＋１出前講座　２回　延べ５２人
⑥転倒予防出前講座　４回　延べ１０５人
⑦まちづくりセンター等で行われる運動
サークル等の社会資源一覧を作成し、健康
相談や結果説明会、ロコモティブシンドロー
ム講演会等で市民に配布した。
⑧12月10日に0次健診受診者以外の市民
にロコモティブシンドローム講演会を実施
し、70人の参加者があった。出前講座等で
市民に配布できるマグネット媒体を作成し
た。

【高齢】
①転倒自主グループの把握
　　　　　　　　　　　161か所（2,462人）
②転倒予防自主グループ支援
　・体力測定　26グループ
　・活動支援　67グループ(サロン含む）
　・きゃんせ体操（もしくは簡易版）DVD(ビデ
オ）、リズム体操のDVDの貸与
③転倒予防自主グループを対象とした研修
会（きゃんせ大会）の実施　5会場実施（合
計148人参加）

【健推】
①特定保健指導や健康栄養相談実施者の
中で必要に応じ、生活習慣病と認知症の関
係を伝えた。
②生活習慣病の健康出前講座の中で、認
知症のリスクについて説明した。
生活習慣病出前講座　7回　延べ247人
③介護予防関連の出前講座で、パンフレッ
トを用いて説明する際に認知症について説
明した。
介護予防に関する出前講座
（転倒予防・低栄養予防・口腔）
　　　　　　　　　　　　　11回　延べ236人
④東京都健康長寿医療センターから得た認
知症予防に関する研究結果が、市民に啓
発できるデータではなかったため、広報で
の情報提供はしていない。

H30実施事業計画

【健推】
①特定保健指導対象者や健康栄養相談実施
者、健診結果説明会の実践編参加者に運動
の効果や必要性を伝える。
②ながはま健康ウォークの開催
③健康推進員養成講座、ステップアップ研修で
運動を実践。
④生活習慣病の出前講座の中で、運動+10や
転倒予防に関する講座をいれる。
⑤まちづくりセンター等で行われている、運動
サークル等の社会資源一覧を作成し、健康相
談時に市民へ紹介する。
⑥介護予防の出前講座やイベントでロコモティ
ブシンドローム予防について啓発する。

【高齢】
①転倒自主グループの把握
　　　　　　　　　　　169か所（2,950人）
②転倒予防自主グループ等支援（サロン含む）
　・体力測定　40グループ
　・活動支援　85グループ
　・きゃんせ体操（もしくは簡易版）DVD(ビデ
オ）、リズム体操のDVDの貸与
③転倒予防自主グループを対象とした研修会
（きゃんせ大会）の実施　5会場実施（合計250
人参加）

【健推】
①特定保健指導対象者や健康栄養相談実施
者に生活習慣病と認知症の関係について伝え
る。
②生活習慣病の健康出前講座で、生活習慣病
と認知症の関係について説明する。
③介護予防に関連する出前講座で、介護予防
のパンフレットを配布し、認知症を予防するた
めに生活習慣を整え、社会参加や生きがいを
もつことを伝える
④チラシやパワーポイントを活用して、認知症
予防啓発を地域で行う。

・生活習慣病と認知症の
関係について啓発をする

認知症の発
症の可能性
が高くなる
病気や生活
習慣の認知
度を上げる

認知症の発症の
可能性が高くな
る病気や生活習
慣の認知度の向
上

高血圧38.6%
糖尿病34.4%
高脂血症20.7%
心疾患16.6%
肥満22.8%
喫煙20.0%
運動不足45.6%
飲酒21.1%

(健ながアンケート)

高血圧40%
糖尿病37%

高脂血症23%
心疾患19%
肥満25%
喫煙23%

運動不足48%
飲酒24%

・自分にあった生きがい
や趣味を持つ

・社会で役割をもち、人々
と交流しながら活動的な
生活を送る

・新しいことにチャレンジ
する

・生活習慣病の予防に努
める

2,700人（H28）
※長浜市基本構
想中期的計画

ロコモティブ
シンドロー
ムの予防に
努める

継続して運動す
る人の増加(65
歳以上)

65歳以上
男性:30%
女性:38% ・学校、地域、職場で開催

される行事やスポーツレ
クリエーション等に積極的
に参加する

・運動を楽しむために仲
間を作る

・日常生活で体を動かす
よう心がけるとともに、積
極的に外出する

・運動の必要性や体に良
い運動方法についての情
報を提供する

・ウォーキング教室等の
イベントや運動のできる
場についての情報を提供
する

・高齢者の外出する機会
を増やすために各種教室
等、外出を促すよう心掛
ける

・身近なところで継続して
運動できる場の提供する

・仲間作りができる取り組
みや運動の自主グルー
プの立ち上げを支援する

・各自自治会等で実施す
るサロンを支援する

具体的目標 評価指標 目標値
対策

65歳以上
男性:24.8%<35.4%>
女性:32.7%<23.8%>

（健ながアンケート）

転倒予防教室自
主グループ参加
者数の増加

1.476人
(平成24年3月現在把握
数、地域包括支援課）

H28実施結果 H29実施事業計画

【健推】
①特定保健指導を実２９７人（初回実施率
54.5％）、健康栄養相談を実１６９人、延べ２
７３人、健診結果説明会（実践編）を４回実
６２人に実施し、運動の効果や必要性を伝
え、個別に応じた運動習慣の確立を支援し
た。
②ながはま健康ウォークを開催（９月２７日
～１１月１７日）し、延べ１，０１５人（実７４５
人）が参加し、１１人に特定保健指導を実施
し、運動の継続・定着を支援した。
③滋賀夕刊に運動啓発に　関する記事を掲
載した。計２回（健康ウォーク、ロコモ予防)
④健康推進員養成講座で２回延べ１９人、
ステップアップ研修で２回延べ９５人に運動
指導と実践を行った。
⑤運動＋１出前講座　８回　延べ１３７人
⑥転倒予防出前講座　８回　延べ２２０人
⑦健診結果説明会にて希望者に市内の運
動に関する社会資源一覧表を配布し、運動
の継続等を支援した。

【健推】
①特定保健指導対象者や健康栄養相談実
施者、健診結果説明会の実践編参加者に
運動の効果や必要性を伝える。
②ながはま健康ウォークの開催
③滋賀夕刊で運動の大切さに関する情報
提供を実施。
④健康推進員養成講座、ステップアップ研
修で運動を実践。
⑤運動+10に関する健康出前講座実施。
⑥転倒予防に関する健康出前講座実施。
⑦まちづくりセンター等で行われている、運
動サークル等の社会資源一覧を作成し、健
康相談時に市民へ紹介する。
⑧ロコモティブシンドローム予防について、
講座やチラシなど作成し啓発する。

【高齢】
①転倒自主グループの把握
　　　　　　　　　　　156か所（2,661人）
②転倒予防自主グループ支援
　・体力測定　43グループ
　・活動支援　22グループ
　・きゃんせ体操（もしくは簡易版）DVD(ビデ
オ）、リズム体操のDVDの貸与
③転倒予防自主グループを対象とした研修
会（きゃんせ大会）の実施　5会場実施（合
計179人参加）

【高齢】
①転倒自主グループの把握
　　　　　　　　　　　166か所（2,820人）
②転倒予防自主グループ支援
　・体力測定　50グループ
　・活動支援　120グループ(サロン含む）
　・きゃんせ体操（もしくは簡易版）DVD(ビデ
オ）、リズム体操のDVDの貸与
③転倒予防自主グループを対象とした研修
会（きゃんせ大会）の実施　5会場実施

【健推】
①特定保健指導や健康栄養相談実施者の
中で必要に応じ、生活習慣病と認知症の関
係を伝えた。
②生活習慣病の健康出前講座の中で、認
知症のリスクについて説明
生活習慣病出前講座　9回　延べ377人
③介護予防関連の出前講座で、パンフレッ
トを用いて説明する際に認知症について説
明
介護予防に関する出前講座
（転倒予防・低栄養予防・口腔）
　　　　　　　　　　　　　29回　延べ649人

【健推】
①特定保健指導対象者や健康栄養相談実
施者に生活習慣病と認知症の関係につい
て伝える。
②生活習慣病の健康出前講座で、生活習
慣病と認知症の関係について説明する。
③介護予防に関連する出前講座で、介護
予防のパンフレットを配布し、認知症を予防
するために生活習慣を整え、社会参加や生
きがいをもつことを伝える
④東京都健康長寿医療センターから得た認
知症予防に関する研究結果で、市民の健
康づくりに役立つ部分を広報などで情報提
供する



直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

7,864人(平成23年度末
全国キャラバンメイト連
絡協議会への登録者
数)

(地域包括支援課把握
数H23) 【地域包括支援センター】

①認知症サポーター養成講座開催
②小中学校への絵本教室開催
③キャラバンメイトへの活動支援
【高齢】
①専門職キャラバンメイト支援
②一般キャラバンメイト支援（研修会・交流会
の開催）
③市民のつどい 平成30年11月25日開催予定
④認知症初期集中支援推進事業
⑤認知症地域支援推進員の配置
⑥健康フェスティバル認知症相談コーナーの
実施

【地域包括支援センター】
①一般キャラバンメイト「認知症サポーター
養成講座」開催　（20回開催461人養成）
②小中学校への絵本教室開催　(46回開催
2011人養成）
③キャラバンメイトへの活動支援　（81回）
【高齢】
①専門職キャラバンメイト「認知症サポー
ター養成講座」開催　（11回開催274人養
成）
②一般キャラバンメイト支援　研修会の実
施2回（8月、12月）
③市民のつどい　平成29年11月26日開催
内容は、基調講演や活動報告等で、来場者
数134人
基調講演:神経内科渡辺クリニック院長 渡
辺 正樹氏による『もくもくワクワクで認知症
を予防する』
④認知症初期集中支援推進事業：訪問支
援対象者数：20人
⑤認知症ケアパスの普及促進
⑥健康フェスティバル 介護予防・認知症相
談コーナー　相談者数：10人

目標値についてH29現在27,392人

H29実施結果 H30実施事業計画

認知症を正
しく理解し、
地域で支え
られる

認知症サポー
ターの増加

24,000人
(H28)

※長浜市基本構
想中期的計画

・認知症に対する正しい
知識を持つ

・身近に相談者を作る

・認知症に関心を持ち、
地域で支えようとする意
識を持つ

・認知症の知識について
啓発をする(学校、企業、
老人会)

・身近で気軽に相談でき
る窓口の周知と体制整備
をする

・認知症をキーワードにし
た地域との連携を図る(啓
発、組織づくり)

・認知症の啓発を促進す
るキャラバンメイトの養成
と活動支援

具体的目標 評価指標 目標値
対策

H28実施結果 H29実施事業計画

【地域包括支援センター】
①一般キャラバンメイト「認知症サポーター
養成講座」開催　（20回開催645人養成）
②小中学校への絵本教室開催　(50回開催
2030人養成）
③キャラバンメイトへの活動支援　（104回）
【高齢】
①専門職キャラバンメイト「認知症サポー
ター養成講座」開催　（8回開催191人養成）
②一般キャラバンメイト支援　研修会の実
施2回（8月、2月）
③市民のつどい　平成28年11月27日開催
内容は、基調講演や活動報告、コグニサイ
ズ体験等で、来場者数は140人
基調講演は、認知症介護研究・研修東京セ
ンターの研究部長 永田 久美子氏による
『認知症でも大丈夫！～地域でつながり
あって、もっと楽に、楽しい日々を～』
④認知症初期集中支援推進事業：訪問支
援対象者数：27人
⑤認知症ケアパスの普及促進
⑥健康フェスティバル 介護予防・認知症相
談コーナー　相談者数：25人

【委託包括】
①認知症サポーター養成講座開催
②小中学校への絵本教室開催
③キャラバンメイトへの活動支援
【高齢】
①専門職キャラバンメイト支援
②一般キャラバンメイト支援（研修会・交流
会・養成講座の開催）
③市民のつどい 平成29年11月26日開催予
定
④認知症初期集中支援推進事業
⑤認知症地域支援推進員の配置
⑥健康フェスティバル認知症相談コーナー
の実施



ソーシャルキャピタルの醸成
●目標：健康を支え守るための社会環境整備　　  (※〈　〉内はH22県の数値）

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

地域のつ
ながりの
強化(居住
地域でお
互いに助
け合ってい
る人の割
合の増加）

自分と地域のつ
ながりが強い方
だと思う人の増
加

51.3%

(健ながアンケート）
(H19国 45.7%)
(H24県 36.9%)

65%
(H34国 65%)
(H34県 50%)

・自治会行事に参加する

・地域の人と交流する

・近所同士の積極的な挨
拶やコミュニケーションを
図る

・地域活動を支援する

・自治会や地域づくり協議会など
地域づくりの担い手となる団体を
支援する

【市民活躍】
・各種補助金等制度
※
自治会活動振興交付金（425団体）・自
治会館整備事業補助金（0団体）・自治
会館バリアフリー化改修補助金（5団
体）・自治会館エコセーフティ化事業補
助金（2団体）・自治会館耐震改修事業
補助金（1団体）・コミュニティ助成事業
補助金（3団体）・自主防犯活動支援事
業補助金（12団体）・防犯灯設置補助
金（251団体）・交通安全推進活動補助
金（16団体）・地域づくり協議会交付金
（24地域）・地域づくり協議会事務局員
支援交付金（2地域）・地域づくり協議会
提案事業交付金（2地域）・市民活動団
体スタートアップ支援事業補助金（0団
体）・市民活動団体支援事業補助金
（15団体）・市民活動協働事業補助金
（1団体）
・地域支援職員の配置24人

【市民活躍】
・各種補助金等制度
※
自治会活動振興交付金・自治会館整
備事業補助金・自治会館バリアフリー
化改修補助金・自治会館エコセーフ
ティ化事業補助金・コミュニティ助成事
業補助金・自主防犯活動支援事業補
助金・防犯灯設置補助金・交通安全推
進活動補助金・地域づくり協議会交付
金・地域づくり協議会事務局員支援交
付金・地域づくり協議会提案事業交付
金・市民活動団体設立支援事業補助
金・市民活動団体スタートアップ支援事
業補助金・市民活動団体支援事業補
助金・市民活動協働事業補助金
・地域支援職員の配置28人

【市民活躍】
・各種補助金等制度
※
自治会活動振興交付金・自治会館整
備事業補助金・自治会館バリアフリー
化改修補助金・自治会館エコセーフ
ティ化事業補助金・コミュニティ助成事
業補助金・自主防犯活動支援事業補
助金・防犯灯設置補助金・交通安全推
進活動補助金・地域づくり協議会交付
金・地域づくり協議会事務局員支援交
付金・地域づくり協議会提案事業交付
金・市民活動団体設立支援事業補助
金・市民活動団体スタートアップ支援事
業補助金・市民活動団体支援事業補
助金・市民活動協働事業補助金
・地域支援職員の配置28人

【市民活躍】
・各種補助金等制度
※
自治会活動振興交付金・自治会館整
備事業補助金・自治会館バリアフリー
化改修補助金・自治会館エコセーフ
ティ化事業補助金・コミュニティ助成事
業補助金・自主防犯活動支援事業補
助金・防犯灯設置補助金・交通安全推
進活動補助金・地域づくり協議会交付
金・地域づくり協議会事務局員支援交
付金・地域づくり協議会提案事業交付
金・市民活動団体設立支援事業補助
金・市民活動団体スタートアップ支援事
業補助金・市民活動団体支援事業補
助金・市民活動協働事業補助金
・地域支援職員の配置28人

地域活動
に主体的
に関わる

ボランティアや
NPO等の市民活
動に参加してい
る人の増加

16.9%

(H24市 健康意識調査)
25%

・ボランティアに参加し活
動する

・自治会や地域づくり協議
会・老人会等の地域活動
に参加する

・地域づくり協議会等の地域の健
康づくり活動を支援する

・健康づくりに関する市と地域づく
り協議会との協働事業を創出す
る

・市民活動や地域づくり協議会活
動について情報発信する

・地域と学校が連携し、地域で子
どもを育てる

・ボランティア講座等の実施によ
りボランティア意識を啓発する

・三世代交流イベントを実施する

【市民活躍】
・市民活動団体支援ポータルサイト、
フェイスブックの随時更新
・地域づくり協議会及び市民活動団体
等の活動の情報発信支援（講座の開
催：2回）
・人材育成講座の実施（17回）

【健推】
①健康推進員協議会地域健康づくり事
業　（北郷里地区）
②減塩啓発の実施(総合健診での啓
発）
③各地区健康推進員への健康出前講
座（13回）の実施・地区市民への健康
出前講座（108回2792人）の実施
④健康推進員への受診勧奨及び健康
推進員による市民への健診受診啓発
の実施
⑤地区担当保健師中心に、各地区に
おける健康づくり活動の推進（地域づく
り協議会等と話し合いの機会を持ち、
計画し推進した）
健康ながはまﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業（地域
づくり協議会等による健診受診向上事
業）補助金：5団体（西黒田、常喜新
町、湯田、田根、南郷里）

【市民活躍】
・市民活動団体支援ポータルサイト、
フェイスブックの随時更新
・地域づくり協議会及び市民活動団体
等の活動の情報発信支援
・人材育成講座の実施

【健推】
地域づくり協議会・自治会と地域住民
が行う健診受診促進や、生活習慣の
改善等の取り組み等と並列して健康づ
くりを進め、健診の受診率向上を図る
取り組みに対して助成。健康ながはま
パートナーシップ事業：予定地区あり
・健康推進員と協働ですすめる健康づ
くりの推進
①健康推進員協議会地域健康づくり事
業　（神照地区）の実施
②減塩啓発
③各地区健康推進員への健康出前講
座の実施・地区市民への健康出前講
座の実施
④健康推進員への受診勧奨及び健康
推進員による市民への健診受診啓発
⑤地区担当保健師中心に、各地区に
おける健康づくり活動の推進（地域づく
り協議会等と話し合いの機会を持ち、
計画し推進）

【市民活躍】
・市民活動団体支援ポータルサイト、
フェイスブックの随時更新
・地域づくり協議会及び市民活動団体
等の活動の情報発信支援（市広報紙
で毎月発信）
・人材育成講座の実施（5講座19回）

【健推】
①健康推進員協議会地域健康づくり事
業　（神照地区）
②減塩啓発の実施(総合健診での啓
発）
③各地区健康推進員への健康出前講
座（14回）の実施・地区市民への健康
出前講座（77回1668人）の実施
④健康推進員への受診勧奨及び健康
推進員による市民への健診受診啓発
の実施
⑤地区担当保健師中心に、各地区に
おける健康づくり活動の推進（地域づく
り協議会等と話し合いの機会を持ち、
計画し推進した）
健康ながはまﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業（地域
づくり協議会等による健診受診向上事
業）補助金：3団体（長浜、南郷里、田
根）

【市民活躍】
・ながはま市民活動センターホーム
ページ、フェイスブックの随時更新
・地域づくり協議会及び市民活動団体
等の活動の情報発信支援（市広報紙
で毎月発信）
・人材育成講座の実施
・つながりイベントの開催

【健推】
地域づくり協議会・自治会と地域住民
が行う健診受診促進や、生活習慣の
改善等の取り組み等と並列して健康づ
くりを進め、健診の受診率向上を図る
取り組みに対して助成。健康ながはま
パートナーシップ事業：予定地区あり
・健康推進員と協働ですすめる健康づ
くりの推進
①健康推進員協議会地域健康づくり事
業の実施
②減塩啓発
③各地区健康推進員への健康出前講
座の実施・地区市民への健康出前講
座の実施
④健康推進員への受診勧奨及び健康
推進員による市民への健診受診啓発
⑤地区担当保健師中心に、各地区に
おける健康づくり活動の推進（地域づく
り協議会等と話し合いの機会を持ち、
計画し推進）

具体的目標 評価指標 目標値
対策

H30実施事業計画H29実施結果H28実施結果 H29実施事業計画



直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

健康づくり
を支援でき
る地域づく
りを進める

他者に健診を勧
めたり、誘ったこ
とがある人の増
加

38.5%
(健ながアンケート）

45.0%
・家族や知り合いで健診
受診するよう声を掛け合
う

・地域の健康づくり活動を支援す
る

・地域や地域づくり協議会・健康
推進員協議会と連携して健診受
診勧奨をする

【健推】

①健康推進員協議会地域健康づくり事
業　（北郷里地区）
②減塩啓発の実施(総合健診での啓
発）
③各地区健康推進員への健康出前講
座（13回）の実施・地区市民への健康
出前講座（108回2792人）の実施
④健康推進員への受診勧奨及び健康
推進員による市民への健診受診啓発
の実施
⑤地区担当保健師中心に、各地区に
おける健康づくり活動の推進（地域づく
り協議会等と話し合いの機会を持ち、
計画し推進した）
健康ながはまﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業（地域
づくり協議会等による健診受診向上事
業）補助金：5団体（西黒田、常喜新
町、湯田、田根、南郷里）

【健推】
・地域づくり協議会・自治会と地域住民
が行う健診受診促進や、生活習慣の
改善等の取り組み等と並列して健康づ
くりを進め、健診の受診率向上を図る
取り組みに対して助成。健康ながはま
パートナーシップ事業：予定地区あり
・健康推進員と協働ですすめる健康づ
くりの推進
①健康推進員協議会地域健康づくり事
業　（神照地区）の実施
②減塩啓発
③各地区健康推進員への健康出前講
座の実施・地区市民への健康出前講
座の実施
④健康推進員への受診勧奨及び健康
推進員による市民への健診受診啓発
⑤地区担当保健師中心に、各地区に
おける健康づくり活動の推進（地域づく
り協議会等と話し合いの機会を持ち、
計画し推進）

【健推】

・健康推進員と協働ですすめる健康づ
くりの推進
①健康推進員協議会地域健康づくり事
業　（神照地区）
②減塩啓発の実施(総合健診での啓
発）
③各地区健康推進員への健康出前講
座（14回）の実施・地区市民への健康
出前講座（77回1668人）の実施
④健康推進員への受診勧奨及び健康
推進員による市民への健診受診啓発
の実施
⑤地区担当保健師中心に、各地区に
おける健康づくり活動の推進（地域づく
り協議会等と話し合いの機会を持ち、
計画し推進した）
健康ながはまﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業（地域
づくり協議会等による健診受診向上事
業）補助金：3団体（長浜、南郷里、田
根）

【健推】
・地域づくり協議会・自治会と地域住民
が行う健診受診促進や、生活習慣の
改善等の取り組み等と並列して健康づ
くりを進め、健診の受診率向上を図る
取り組みに対して助成。健康ながはま
パートナーシップ事業の推進。
地区担当保健師中心に、各地区にお
ける健康づくり活動の推進（地域づくり
協議会等と話し合いの機会を持ち、計
画し推進）

・健康推進員と協働ですすめる健康づ
くりの推進
①健康推進員協議会地域健康づくり事
業　の実施
②減塩啓発
③各地区健康推進員への健康出前講
座の実施・地区市民への健康出前講
座の実施
④市民への健診受診啓発

具体的目標 評価指標 目標値
対策

H30実施事業計画H29実施結果H28実施結果 H29実施事業計画



次世代の育成

●目標：将来を担う次世代の健康を支える　　　  (※〈　〉内はH22県の数値）

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

朝・昼・夕の3食
を必ず食べるよ
うにしている人
の増加

96.7%

(H24 3.8健診）
100%に近づける

・保護者が1日3食、食べ
ることの必要性を知る

・保護者が3歳8か月時点
での肥満度の基準値を
知る

・3歳8か月児健診で1日3
食、食べることの必要性
を啓発する

・3歳8か月児の肥満度の
基準値を伝える

【健推】
【３歳８か月健診３食摂取率】
99.5％（1018人名中1017人）
・食生活についてのチラシを全員配布。
必要に応じて食事指導を実施。

【健推】
・各乳幼児健診で食生活についてのチラシを用
いて説明する。
・３歳８か月健診で計測を実施し、肥満指数を
伝え、必要な場合は食事指導を行う。

【健推】
【３歳８か月健診３食摂取率】
99.6％（816人名中819人）(人数は1月末現在）
・食生活についてのチラシを全員配布。必要に応
じて食事指導を実施。

【健推】
・各乳幼児健診で食生活についてのチラシを用いて説
明する。
・３歳８か月健診で計測を実施し、肥満指数を伝え、必
要な場合は食事指導を行う。

朝食を欠食する
人の減少(食べ
ない・時々食べ
ない）

中学2年生
3.6%<6.3％>
（H25健やか教育推進
課調査）
3歳8カ月児
0・1%
（H24 3.8健診）

減少傾向
・早寝早起きをする

・朝食を毎日とる

・乳幼児健診で啓発する

・朝食や生活リズムの大
切さについて啓発する

・小中学生に対し授業で
啓発する

【健推】
【３歳８か月健診朝食欠食率】
　０.1％（1018名中1名）
・食生活についてのチラシを全員配布。
必要に応じて食事指導を実施。
・出前講座（子育て支援センター、乳幼児
対象）実施状況
　全27回実施　412組参加
・そだちっこ広場（栄養指導）
　集団指導（離乳食教室）24回のべ267
名
　個別指導（栄養相談）のべ359名（そだ
ちっこ広場のべ210名、乳幼児相談のべ
149名）

【健推】
・各乳幼児健診で食生活についてのチラシを用
いて食事指導を実施する。また、生活リズムの
大切さを伝える。
・出前講座（子育て支援センター）で啓発する。

【健推】
【３歳８か月健診朝食欠食率】
　0.4％（819名中3名）(人数は1月末現在）
・食生活についてのチラシを全員配布。必要に応
じて食事指導を実施。
・出前講座（子育て支援センター、乳幼児対象）実
施状況(H29.4.1～H30.2.20)
　29回実施(全33回実施予定)　704人参加
・そだちっこ広場（栄養指導）
　集団指導（離乳食教室）24回のべ206名(人数は
1月末現在）
　個別指導（栄養相談）のべ278名（そだちっこ広
場のべ191名、乳幼児相談のべ87名）　(人数は1
月末現在）

【健推】
・各乳幼児健診で食生活についてのチラシを用いて食
事指導を実施する。また、生活リズムの大切さを伝え
る。
・出前講座（子育て支援センター）で啓発する。

運動やスポーツ
を習慣的にして
いる子どもの増
加（週に3日以
上）

小学5年生
男子:69.5%<国61.5%　県
62.3%>
女子:44.7%<国35.9%　県
32.7%>

(国県H22・生涯学習文
化スポーツ課H25)

増加傾向

・習慣的な運動の必要性
を知る

・地域の運動教室等の情
報を知る

・スポーツ少年団の加入
者の増加への啓発をする

・幼少期からのスポーツ
教室を開催する

【文化スポーツ】
・総合型地域スポーツクラブによる幼少
年
　期スポーツ教室の実施（拡充）
　Ｈ27/5団体　⇒　Ｈ28/7団体
　（余呉・西浅井・木之本・高月・湖北・
　　びわ・虎姫）

・「ジュニアアスリート育成プログラム」
　の実施（県のアスリート発掘プロジェク
ト
　合格者の育成と小学生の基礎体力向
上）

・「ながはまスポーツ夢プロジェクト」
　の実施（著名アスリートによる講演会
　及びスポーツ教室）

・スポーツ少年団活動支援

【スポーツ振興】
①総合型地域スポーツクラブによる「幼少年
　期スポーツ教室」の実施
　Ｈ29/7団体
　（余呉・西浅井・木之本・高月・湖北・
　　びわ・虎姫）
　　【目標】：1,350名の参加を目指す

②「ジュニアアスリート育成プログラム」
　の実施（県のアスリート発掘プロジェクト
　合格者の育成と小学生の基礎体力向上）
　　【目標】：県実施事業の合格者5名以上
　　を目指す

③「ながはまスポーツ夢プロジェクト」
　の実施（著名アスリートによる講演会
　及びスポーツ教室）
　　【目標】：300名以上の参加を目指す

④「ながはまスポーツキッズフェスティバル」の
実施
　　【目標】：幼少年期の子どもたち300名
　　の参加を目指す

⑤スポーツ少年団活動支援

【スポーツ振興】
①総合型地域スポーツクラブによる「幼少年期ス
ポーツ教室」の実施
参加者数：1,545名

②「ジュニアアスリート育成プログラム」の実施
県のアスリート発掘育成プロジェクトの合格者３
名

③「ながはまスポーツ夢プロジェクト」の実施
H29.7.1　「東レアローズによるバレーボール教
室」参加者259名
H29.10.16 「滋賀文教短期大学留学生のスポーツ
指導及び異文化交流」
H30.2.13、21　「ﾌﾗｯｸﾞﾌｯﾄﾎﾞｰﾙﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟﾁｬﾚﾝｼﾞ」
参加者　小学生287名・教員15名
H30.2.18　「桑田真澄氏スポーツ講演会」参加者
485名名

④「ながはまスポーツキッズﾞフェスティバル」
H29.9.3　参加者約600名（子ども198名・保護者
300名・大学生56名・北高ボランティア11名・その
他35名）

⑤スポーツ少年団活動支援
　補助の実施・「ながはまスポーツキッズﾞフェス
ティバル」でのスポーツ幼年団活動の紹介

【スポーツ振興】
①総合型地域スポーツクラブによる「幼少年
　期スポーツ教室」の実施
　Ｈ30/7団体
　（余呉・西浅井・木之本・高月・湖北・
　　びわ・虎姫）
　　【目標】：1,350名の参加を目指す

②「ジュニアアスリート育成プログラム」
　の実施（県のアスリート発掘プロジェクト
　合格者の育成と小学生の基礎体力向上）
　　【目標】：県実施事業の合格者5名以上
　　を目指す

③「ながはまスポーツ夢プロジェクト」
　の実施（著名アスリートによる講演会
　及びスポーツ教室）
　　【目標】：500名以上の参加を目指す

④「ながはまスポーツキッズフェスティバル」の実施
　　【目標】：幼少年期の子どもたち300名
　　の参加を目指す

⑤スポーツ少年団活動支援

H30実施事業計画H29実施結果H28実施結果 H29実施事業計画具体的目標 評価指標 目標値
対策

健康な生
活習慣(栄
養・食生
活・運動）
を有する
子どもの
増加



直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み
H30実施事業計画H29実施結果H28実施結果 H29実施事業計画具体的目標 評価指標 目標値

対策

安心して
子どもを生
み育てら
れる環境
づくり

3歳8ヵ月健診受
診率の向上

93.2%

(H24)

95.0%(H28)
※長浜市基本構
想中期的計画

・3歳8か月時点での、児
の健康状態（身長・体重・
肥満度等）について把握
する

3歳8か月児健診の受診
勧奨
・未受診者への受診勧奨
（はがき・電話・訪問）
・園に受診勧奨依頼
乳幼児健診
乳幼児相談
新生児訪問
離乳食教室
発達相談

【健推】
受診率：97％
・毎月未受診者への受診勧奨（はがき・
電話・訪問）
・園に健診の受診勧奨を依頼した
・ポルトガル語・スペイン語に翻訳した乳
幼児健診・相談案内のチラシを配布した

【健推】
3歳8か月児健診の受診勧奨
・未受診者への受診勧奨（はがき・電話・訪問）
・園に受診勧奨依頼
乳幼児健診
そだちっこ広場
乳幼児相談
新生児訪問
離乳食指導
発達相談
・ポルトガル語・スペイン語に翻訳した乳幼児健
診・相談案内のチラシを配布する。

【健推】
受診率：97％
・毎月未受診者への受診勧奨（はがき・電話・訪
問）
・園に健診の受診勧奨を依頼した
・ポルトガル語・スペイン語に翻訳した乳幼児健
診・相談案内のチラシを配布した

【健推】
3歳8か月児健診の受診勧奨
・未受診者への受診勧奨（はがき・電話・訪問）
・園に受診勧奨依頼
乳幼児健診
そだちっこ広場
乳幼児相談
新生児訪問
離乳食指導
発達相談
・ポルトガル語・スペイン語に翻訳した乳幼児健診・相
談案内のチラシを配布する。

全出生数中の低
出生体重児の割
合の減少

市6.6%(H24)
＜国9.6%(H22)
　県9.9%(H23)＞

減少傾向
・妊娠中の体重増加抑制
及び喫煙の影響について
の知識を持つ

・妊娠届出時の聞き取り
票で、妊婦および夫(ﾊﾟｰﾄ
ﾅｰ）が喫煙者の場合は
喫煙の影響について啓
発する

【健推】
・妊娠届出時の聞き取り票で、妊婦およ
び夫(ﾊﾟｰﾄﾅｰ）が喫煙者の場合は喫煙の
影響についてチラシを用いて啓発した

【健推】
・妊娠届出時の聞き取り票で、妊婦および夫
(ﾊﾟｰﾄﾅｰ）が喫煙者の場合は喫煙の影響につい
てチラシを用いて啓発する

【健推】
・妊娠届出時の聞き取り票で、妊婦および夫(ﾊﾟｰ
ﾄﾅｰ）が喫煙者の場合は喫煙の影響についてチ
ラシを用いて啓発した

【健推】
・妊娠届出時の聞き取り票で、妊婦および夫(ﾊﾟｰﾄﾅｰ）
が喫煙者の場合は喫煙の影響についてチラシを用い
て啓発する

適正体重を維持
している子ども
の増加

小学5年生
男子:95.8%
女子:96%

（H24長浜市学校保健
研究集）

適正体重を維持
している子どもの
増加

・野菜を中心としてバラン
スよく食べる

・園児/小中学生に対して
バランスの良い食生活の
指導と運動の推奨する

【健推】
・出前講座（子育て支援ｾﾝﾀｰ、乳幼児対
象)
　全27回実施　412組参加
・そだちっこ広場（栄養指導）
　集団指導（離乳食教室）24回のべ267
名
　個別指導（栄養相談）のべ359名（そだ
ちっこ広場のべ210名、乳幼児相談のべ
149名）

【健推】
①出前講座（子育て支援センター）でバランスの
良い食生活の指導を行う。

【健推】
①
・出前講座（子育て支援ｾﾝﾀｰ、乳幼児対象)
　(H29.4.1～H30.2.20)
　29回実施(全33回実施予定)　704人参加
・そだちっこ広場（栄養指導）
　集団指導（離乳食教室）24回のべ206名(人数は
1月末現在）
　個別指導（栄養相談）のべ278名（そだちっこ広
場のべ191名、乳幼児相談のべ87名）(人数は1月
末現在）

【健推】
①出前講座（子育て支援センター）でバランスの良い
食生活の指導を行う。

適正体重
の子ども
の増加



地域医療

●目標：安心して地域完結型の医療を受けられる　　　

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み
H30実施事業計画

【健推】
①乳幼児、成人健診でのチラシ配布
②広報、子育て応援メール、ZTV、HP、企業訪問等
で啓発
③各施設でのポスター設置
④各種団体への健康出前講座の内容の変更（分か
りやすく、意図が伝わるものに）
⑤健康フェスティバルでの啓発（長浜赤十字病院、
市立長浜病院、長浜市立湖北病院、健康推進課）
⑥運営委員会、専門部会にて連携を図る
⑦持続可能な医療機関とするため、休日急患診療
所の役割を啓発し、受診者を誘導し、安定した経営
を維持する

【健推】
かかりつけ医を持つよう啓発（広報、ＨＰ、出前
講座用休日急患診療所啓発チラシ）

【長浜病院】
①１日平均患者数40人を維持運営できる。
②退院後もＡＤＬが維持・向上できるよう関係
機関との連携の強化

【健推】
①長浜米原地域医療支援センターや関係機関
との連携
②かかりつけ医を持つよう啓発（広報、ＨＰ、出
前講座用休日急患診療所啓発チラシ、イベン
ト）
③健康フェスティバルでの啓発（長浜赤十字病
院、市立長浜病院、長浜市立湖北病院、健康
推進課）

H29実施結果

【健推】
○啓発、チラシ配布等（部数はチラシ部数）
①保険医療課窓口、乳幼児健診受診時、新生児訪
問時、母子手帳配布時（適宜）
②⑤
・イベント等（ピンクリボン、多文化共生フェスタ、子
育て支援センター運動会、ロードトレイン祭り、パパ
チャレンジ講座、ながはま健康ウォーク抽選会）
1,283部
・市民課　転入者用チラシ1,133部
・その他広報、HP、子育て応援メール、健康フェス
ティバル、ロードトレイン祭りによる啓発、啓発資料
の見直し等
④子育て支援課出前講座　20部
※チラシは英語、スペイン語、ポルトガル語含む
⑥運営員会での連携と検討
⑦湖北圏域における休日急患診療所受診割合
　H29年度4月～1月49.7%（Ｈ28年度同期間47.9％）

【健推】
かかりつけ医を持つよう啓発（HP、出前講座用
休日急患診療所啓発チラシ、H30年度健康づく
り日程表掲載予定、長浜東ロータリークラブと
講演会の実施）※長浜東ロータリークラブ主
催、市共催の講演会「高齢者医療セミナー」の
中でかかりつけ医を持つことの重要性につい
ても知ってもらう内容

【長浜病院】
１日平均入院患者数29.0人
病床利用率55.7%
在宅復帰率85.9%
回復期リハビリテーション病棟だけでなく、退院
後の開業医や介護保険等でのリハビリテー
ションも生活機能の向上を目的としたリハビリ
テーションの充実のために重要であり、連携の
強化を図っていく。

【健推】
・長浜米原地域医療支援センターや関係機関
との連携
○啓発
・かかりつけ医を持つよう啓発（広報、ＨＰ、出
前講座用休日急患診療所啓発チラシ、イベン
ト、H30年度健康づくり日程表掲載予定）
・健康フェスティバルでの啓発
・長浜東ロータリークラブと講演会の実施

小児保健医療
の充実（小児
救急含む）

小児のかかりつけ医
をもっている家庭の増
加

85%

52床

(平成25年6月稼働）

生活機能の向
上を目的とし
たリハビリテー
ションの充実

回復期リハビリテー
ション病棟運営の充
実

病床利用率85%

・少しでも自立した日常生
活を送れるようにするた
め、リハビリテーションに
関する知識の習得に努め
る

・回復期リハビリテーション病
棟運営の充実

・通院患者のためのリハビリ
テーション教室や在宅リハビリ
テーションの推進に努める

66.8%

（健ながアンケート）

安心して暮ら
せるための在
宅医療の充実

診療所の内科のかか
りつけ医をもっている
人の増加

80%

・在宅医療についての知
識を持つ

・診療所の内科のかかり
つけ医を持つ

・在宅支援診療所、医療機
関、訪問看護ステーション等
の連携を図る

・診療所の内科のかかりつけ
医を持つよう啓発をする

・小児のかかりつけ医を持
つ

・親や祖父母は、小児救
急時の対処法や育児の新
しい知識を持つ

・小児科医師の確保に努める

・小児科のかかりつけ医を持
つことおよび親や祖父母への
小児救急対処法や育児に関
する知識の普及啓発をする

43%（内科・小児科）

（Ｈ24）

83.5%

（健ながアンケート）

H28実施結果

休日急患診療
所事業の充実
と定着

休日昼間の3病院の
救急外来と休日急患
診療所の受診者総数
のうち、休日急患診療
所の受診割合の増加

50%（内科・小児
科）

・救急医療と休日急患診
療所の存在意義を理解す
る

・休日昼間の救急時に
は、緊急時の場合を除い
て休日急患診療所を利用
する

・休日急患診療所の機能を明
示し、啓発をする

・医師会、市内の病院や関係
機関等との連携、協力体制の
確立を図る

・休日急患診療所の運営の充
実を図る

具体的目標 評価指標 目標値

対策

H29実施事業計画

【健推】
①乳幼児健診でのチラシ配布
②滋賀夕刊、子育て応援メール、ＨＰで啓
発
③各施設でのポスター設置依頼
④健康出前講座０件
⑤出前講座で配布する啓発チラシを作成
⑥運営委員会（7/21）で関係機関と連携を
図った。
⑦広報誌や救急イベント等で休日急患診
療所の役割を啓発し、一定の受診割合（湖
北圏域における休日急患診療所受診割合
は４９％）が増加し、経営状況も安定してい
る。

【健推】
①乳幼児、成人健診でのチラシ配布
②広報、子育て応援メール、ZTV、HP、企業訪
問等で啓発
③各施設でのポスター設置
④各種団体への健康出前講座の内容の変更
（分かりやすく、意図が伝わるものに）
⑤健康フェスティバルでの啓発（長浜赤十字病
院、市立長浜病院、長浜市立湖北病院、健康
推進課）
⑥運営委員会、専門部会にて連携を図る
⑦持続可能な医療機関とするため、休日急患
診療所の役割を啓発し、受診者を誘導し、安
定した経営を維持する

【健推】
かかりつけ医を持つよう啓発（広報3/15
号、ＨＰ、出前講座用休日急患診療所啓発
チラシ）

【健推】
かかりつけ医を持つよう啓発（広報、ＨＰ、出前
講座用休日急患診療所啓発チラシ）

【長浜病院】
１日平均患者数31.4人
病床利用率61.5％

【長浜病院】
①１日平均患者数３６人を維持運営できる。

【健推】
①長浜米原地域医療支援センターとの連
携
②各種団体への健康出前講座　０件
③かかりつけ医を持つよう啓発（広報3/15
号、ＨＰ、出前講座用休日急患診療所啓発
チラシ）

【健推】
①長浜米原地域医療支援センターや関係機関
との連携
②かかりつけ医を持つよう啓発（広報、ＨＰ、出
前講座用休日急患診療所啓発チラシ、イベン
ト）
③健康フェスティバルでの啓発（長浜赤十字病
院、市立長浜病院、長浜市立湖北病院、健康
推進課）



直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み
H30実施事業計画H29実施結果H28実施結果具体的目標 評価指標 目標値

対策

H29実施事業計画

巡回診療実施回数の
維持

149回（H24）

山間へき地における
医師数の維持

16人(H25)

自足率（入院）70.5%

(1日患者調査　H23）

診療所からの紹介率65％

(Ｈ24)

【長浜病院】
①医師…医大への医師派遣の依頼、民間
人材紹介会社HPでの求人を実施した。
看護師…奨学生制度を継続して実施した
ほか、看護師養成学校に出向いて病院説
明会を実施した。

【長浜病院】
①医師…医大への医師派遣の依頼、民間人
材紹介会社HPでの求人を実施する。
看護師…奨学生制度を継続して実施するほ
か、看護師養成学校に出向いて病院説明会を
実施する。

【長浜病院】
①医師…医大への医師派遣の依頼、民間人
材紹介会社HPでの求人を実施した。
看護師…奨学金制度を継続して実施したほ
か、看護師養成学校に出向いて病院説明会を
実施した。

【長浜病院】
医師…医大への医師派遣の依頼、民間医師
紹介会社HPでの求人を実施する。
看護師、薬剤師…奨学生を募集するほか、養
成学校に出向いて病院説明会を実施する。

【長浜病院】
医学研究会（学会等）への出席、専門職
（薬剤師・診療放射線技師等）の技術、免
許更新のための支援を実施した。
看護師の継続的な教育システムによる現
任教育を実施したほか、認定看護師等の
資格取得のための支援を行った。

【長浜病院】
医学研究会（学会等）への出席、専門職（薬剤
師・診療放射線技師等）の技術、免許更新の
ための支援を実施する。
看護師の継続的な教育システムによる現任教
育を実施するほか、認定看護師等の資格取得
のための支援を行う。

【長浜病院】
医学研究会（学会等）への出席、専門職（薬剤
師・診療放射線技師等）の技術、免許更新の
ための支援を実施した。
看護師の継続的な教育システムによる現任教
育を実施したほか、認定看護師等の資格取得
のための支援を行った。

【長浜病院】
医学研究会（学会等）への出席、専門職（薬剤
師・診療放射線技師等）の技術、免許更新の
ための支援を実施する。
看護師の継続的な教育システムによる現任教
育を実施するほか、認定看護師等の資格取得
のための支援を行う。

【湖北病院】
　①へき地巡回診療への回数
　　・中河内診療所　　44回/年
　　・杉野診療所　　　 50回/年
　　・金居原診療所　　50回/年
　②訪問診療回数　　約　47件/月

【長浜病院】
①地域連携クリティカルパスを使った退院情報
連携
　　H30年度目標　対象者数×90%
　
②かかりつけ医推進に向けた啓発活動
・市民向けの病院広報誌発行

【健推】
①各種団体への健康出前講座
②広報、子育て応援メール、ZTV、HPでの啓
発
③乳幼児、成人の健診イベント等でのチラシ配
布
④休日急患診療所受診者に啓発資料配布

【湖北病院】
　①へき地巡回診療への回数
　　・中河内診療所　　44回/年
　　・杉野診療所　　　 47回/年
　　・金居原診療所　　47回/年
　②訪問診療回数     47件/月
　
　○医師数：15人

【長浜病院】
①地域連携クリニカルパス使用数
・大腿骨88件（96%）
・脳卒中115件（87%）
②かかりつけ医推進に向けた啓発活動
・市民向けの病院広報誌発行（２回）

【健推】
①団体への健康出前講座
②広報、子育て応援メール、ZTV、HPでの啓
発
③乳幼児、成人の健診イベント等でのチラシ配
布
④休日急患診療所受診者に啓発資料配布

○長浜東ロータリークラブと講演会の実施

医療等の市民
理解の推進

市から医療や病気に
関する情報を得てい
る人の増加

35.3%

(健ながアンケート)

45%以上

・医療、福祉、介護等に関
する制度やサービスの適
切な利用をする

・地域医療に関する知識
を持つ

良質な地域医
療と福祉等の
安定的な確保
及び組織強化

市内に勤務または開
業する医師数の増加
と専門医の確保

維持(人口千人対
2.10人)および専
門医の確保

持続可能なへ
き地医療の確
保

維持

・地域医療や健康に関す
る理解を深める ・長浜市立湖北病院との連携

体制に合わせて、国保直診の
あり方について検討する
・さまざまな形での医師確保対
策を行う

地域完結型医
療の推進

湖北医療圏内の医療
自足率の増加

75%

・病院と診療所、福祉施設や
介護保険事業所等との連携を
図る

3病院の合計患者紹
介率の維持

・医師、看護師、その他の専
門職を確保する

・医師研修体制づくりやその他
医療や福祉等に関わる専門
職を育成する

・市の医療に関係する部門間
の連携を図る

人口千人対2.10人

（平成22年12月現在）

・医療提供体制について情報
発信をする

・医療、福祉、介護等の制度
やサービスの適切な利用法の
啓発をする

・地域医療に関する知識の啓
発をする

維持（65％）

【長浜病院】
①地域連携クリニカルパス使用数
　　　　大腿骨124件　脳卒中174件
　　　　（目標は達成）
②かかりつけ医推進キャンペーン
H28/6/21.22.23
　    11/21.22.24　　年2回実施
垂れ幕、のぼり旗、小旗作成。

【長浜病院】
①地域連携クリティカルパスを使った退院情報
連携
　　H29年度目標　対象者数×90%
　
②かかりつけ医推進に向けた啓発活動
啓発用チラシの完成、設置

【健推】
①各種団体への健康出前講座　０件
②広報（3/15）、子育て応援メール、ＨＰ等
での啓発
③乳幼児健診にて休診のチラシ配布
④休日急患診療所受診者に啓発資料配
布

【健推】
①各種団体への健康出前講座
②広報、子育て応援メール、ZTV、HPでの啓
発
③乳幼児、成人の健診イベント等でのチラシ配
布
④休日急患診療所受診者に啓発資料配布

【湖北病院】
　○へき地巡回診療への回数
　　・中河内診療所　　50回/年
　　・杉野診療所　　　 48回/年
　　・金居原診療所　　48回/年
　○訪問診療回数　　39件/月

【湖北病院】
　①へき地巡回診療への回数
　　・中河内診療所　　46回/年
　　・杉野診療所　　　 49回/年
　　・金居原診療所　　49回/年
　②訪問診療回数　　約40件/月



食育推進

●方針：食を通じた市民の心身の健康の増進　　　  (※〈　〉内はH22県の数値）

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

全体:8.9％
 男性: 5.9%
 女性:11.5%

(健ながアンケート)

男性:32.1%<32.9%>
女性:58.8%<61.1%>

(健ながアンケート)

H30実施事業計画

【すこやか教育推進課】
・園児や小中学生に対して、バランスの良い食生活につい
ての指導。

【健康推進課】
①健康・栄養相談（栄養士・保健師実施）
②特定保健指導（動機・積極　栄養士・保健師実施）
③結果説明会（基礎編・実践編）（栄養士・保健師実施）
④出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児対象）
⑤健康推進員による地区活動

【幼児課】
・給食だよりで、バランスの良い食生活について取り
上げる
・園児や保護者に対して、バランスの良い食生活につ
いての啓発をする
・園において、3色の食品群のポスターを掲示する
・園内掲示物「食育ポケット」で、バランスのよい食生
活について取り上げる

【すこやか教育推進課】
・給食だより、ランチメッセージでバランスの良い食生
活について取り上げることで、児童生徒、その保護者
に対して啓発する
・毎月、食育の日に、小中学校全クラスで食に関する
指導を行う
・毎日の給食を通じて、バランスの良い食事を知って
もらう
・給食時間の指導（学級担任や栄養教諭が実施）

【健康推進課】
①健康・栄養相談
②特定保健指導（動機・積極　栄養士・保健師実施）
③健康づくり事業（結果説明会（基礎編･実践編））
④出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児対
象）
⑤健康推進員による地区別の伝達講習
⑥イベント会場にて食事のバランスについて普及・啓
発
→健康フェスティバル
→湖北口腔保健フェスティバル（食事バランスガイド
の媒体の展示、パンフレット配布）
⑦健康推進員 養成講座
→食事バランスガイドの説明、献立作成、調理実習

H29実施結果

【すこやか】
・園児や小中学生に対して、バランスの良い食生活につ
いての指導。

【健康推進課】
①健康・栄養相談（栄養相談,栄養士、保健師の電話相
談,特定保健指導からの栄相も含む）
　581名（延769名）実施
②特定保健指導（初回のみ動機・積極　栄養士実施）
242名実施
③健康づくり事業（ヘルスアップ運動教室）
　栄養指導　全4回実施　76名参加
④出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児対象）
乳幼児対象：全33回実施　779人参加
食事；13回実施　229名参加
⑤健康推進員による地区活動

【幼児課】
・給食だよりでバランスの良い食生活について啓発する
・全園で3色の食品群のポスターを掲示する
・朝ごはんアンケートの結果とともに、保護者に向けて3
色の食品群の食べ物について指導した
・園内掲示物「食育ポケット」で、バランスのよい食生活
について啓発をする

【すこやか】
・給食だより、ランチメッセージでバランスの良い食
生活について取り上げる
・児童生徒、その保護者に対してバランスの良い
食生活について啓発する
・毎月、食育の日に、小中学校全クラスで食に関
する指導を行う
・毎日の給食を通じて、バランスの良い食事を知っ
てもらう

【健康推進課】
①健康・栄養相談
　健康・栄養相談（栄養相談,栄養士、保健師の電話相
談,特定保健指導からの栄相も含む）　581名（延769名）
②特定保健指導（初回のみ動機・積極　栄養士実施）
242名実施
③健康づくり事業（ヘルスアップ運動教室）
　栄養指導　全4回実施　76名参加
④出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児対象）
　・食事…全１３回実施　229名参加
　・子育て支援センター、乳幼児対象
　　…全33回実施　779人
⑤健康推進員による地区別の伝達講習
⑥イベント会場にて食事のバランスについて普及・啓発
　・健康フェスティバル…７２０名参加
　・口腔フェスティバル（食事バランスガイドの媒体の展
示、パンフレット配布）…３00名参加
⑦健康推進員　養成講座（食事バランスガイドの説明、
献立作成、調理実習）
　11名参加

適正体重
の維持

肥満の減少

全体:17.3％
 男性:22.6％
 女性:13.1％
（健ながアンケート）
小学5年
 男子:4.2％
 女子:4.0％
（長浜市学校保健研究
集H24） 適正体重を維

持している人
の増加

・食事バランスガイドを理
解して活用する

・栄養成分表示を理解し、
外食や食品を購入すると
きに活用する

・野菜を中心としてバラン
スよく食べる

・特定保健指導/健康栄
養相談を実施する

・食事バランスガイド
や低栄養予防の啓発と
普及に努める

・健康推進員による事
業で啓発する

・高齢者に対して基本
チェックリストで確
認、指導する

・園児/小中学生に対し
てバランスの良い食生
活の指導と運動の推奨
をする

具体的目標 評価指標 目標値
対策

やせの減少

・食事バランスガイドを理
解して活用する

・動物性たんぱく質を積
極的に摂る

男性20%
女性40%

バランスの
良い食事

をとる

・事業で食事バランス
ガイド活用法を広める

・園児・児童へのバラ
ンスの良い食事を啓発
する

食事バランスガ
イドを見たことが
ある人の増加

男性35%
女性60%

・健康教室・講座に参加
する

・食事バランスガイドを理
解して参考にする

食事バランスガ
イドを参考にして

いる人の増加

男性:18.6%
女性:27.3%

H29実施事業計画

【すこやか】
・園児や小中学生に対して、バランスの良い食生
活についての指導。

【健康推進課】
①健康・栄養相談（栄養相談,栄養士、保健師の
電話相談も含む）
　111名（延214名）実施
②特定保健指導（初回のみ動機・積極　栄養士実
施）　187名実施
③健康づくり事業（メタボ撃退教室）
　栄養指導　全4回実施　62名参加
④出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児
対象）
乳幼児対象：全27回実施　412組参加
食事；17回実施　275名参加
⑤健康推進員による地区活動

【すこやか】
・園児や小中学生に対して、バランスの良い食生活につ
いて指導

【健康推進課】
①健康・栄養相談（栄養士・保健師実施）
②特定保健指導（動機・積極　栄養士・保健師実施）
③結果説明会（基礎編・実践編）（栄養士・保健師実施）
④出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児対象）
⑤健康推進員による地区活動

【幼児課】
・給食だよりでバランスの良い食生活について啓
発した
・全園で3色の食品群のポスターを掲示
・朝ごはんアンケートの結果とともに、保護者に向
けて3色の食品群の食べ物について指導した

【すこやか】
・給食だより、ランチメッセージでバランスの良い
食生活について取り上げる。
・児童生徒、その保護者に対してバランスの良い
食生活についての啓発をする。
・毎月、食育の日に、小中学校全クラスで食に関
する指導。

【健康推進課】
①健康・栄養相談（栄養士実施）
　48名（延120名）実施
②特定保健指導（動機・積極　栄養士実施）
187名実施
③健康づくり事業（生活習慣改善教室）
　栄養指導　全４回実施　62名参加
④出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児
対象）
　・食事…全17回実施　275名参加
　・子育て支援センター、乳幼児対象
　　…全2７回実施　412組
⑤健康推進員による地区別の伝達講習
⑥イベント会場にて食事のバランスについて普
及・啓発
　・健康フェスティバル…300名参加
　・口腔フェスティバル（食事バランスガイドの媒体
の展示、パンフレット配布）…400名参加
⑦健康推進員　養成講座（食事バランスガイドの
説明、献立作成、調理実習）
　12名参加

【幼児】
・給食だよりでバランスの良い食生活について取り上げ
る
・園児にバランスの良い食生活について指導する
・全園で3色の食品群のポスターを掲示する
・毎月の「食育ポケット」で、バランスのよい食生活につ
いて取り上げる

【すこやか】
・給食だより、ランチメッセージでバランスの良い食生活
について取り上げる
・児童生徒、その保護者に対してバランスの良い食生活
について啓発する
・毎月、食育の日に、小中学校全クラスで食に関する指
導を行う

【健康推進課】
①健康・栄養相談
②特定保健指導（動機・積極　栄養士・保健師実施）
③健康づくり事業（結果説明会（基礎編･実践編））
④出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児対象）
⑤健康推進員による地区別の伝達講習
⑥イベント会場にて食事のバランスについて普及・啓発
→健康フェスティバル
→湖北口腔保健フェスティバル（食事バランスガイドの
媒体の展示、パンフレット配布）
⑦健康推進員 養成講座
→食事バランスガイドの説明、献立作成、調理実習

H28実施結果



直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

男性:11.3g<10.7g>
女性:10.3g<9.6g>

(H22栄養マップ調査)

H30実施事業計画

【健康推進課】
①健康推進員に対する啓発（塩分について講義・調理実
習）
　・ステップアップ研修
　・養成講座
②健康推進員による減塩活動
　・地域塩分測定
　・総合健診会場での市民への啓発
③出前講座（食事、高血圧）
④結果説明会（基礎編、実践編）
⑤イベント会場での啓発
　・健康フェスティバル（0.8%味噌汁の試飲、パネル展示）
　・湖北口腔保健フェスティバル（パネル・減塩キャラクター
の展示）
⑥特定保健指導（動機・積極 栄養士・保健時実施）
⑦健康・栄養相談（栄養士・保健師実施）
⑧乳幼児健診（４か月児健診、１０か月児健診）、離乳食教
室での啓発

【幼児課】
・「給食レシピ」を保護者に配付し、減塩を心がけた調理方
法を啓発する

【幼児課】
・公立園5歳児保護者を対象に、朝ごはんについてのアン
ケートを実施する
・園児、保護者に対して、朝ごはんの大切さについて啓発、
指導する

【すこやか教育推進課】
・朝ごはんアンケートの実施
・児童生徒に対して朝ごはんについての指導をする

【健康推進課】
①各乳幼児健診での啓発（10か月、1歳8か月、2歳8か月、
3歳8か月）
②出前講座（子育て支援センター、乳幼児対象での実施）
での啓発
③口腔フェスティバルでの啓発
→パンフレット配布

H29実施結果

【健康推進課】
①健康推進員による啓発（塩分について講義・調理実
習）
　・ステップアップ研修…全3回　56名参加
　・養成講座…11名参加
②健康推進員による減塩活動
　・地域塩分測定
　・総合健診会場での市民への啓発
③出前講座（食事、高血圧）
　全１３回実施　229名
④健康づくり事業（ヘルスアップ運動教室）
栄養指導　全4回実施　76名参加
⑤イベント会場での啓発
　・健康フェスティバル（0.8%味噌汁の試飲、パネル展
示）…720名参加
　・口腔フェスティバル（パネル・減塩キャラクターの展
示）…３00名参加
⑥特定保健指導（初回のみ動機・積極　栄養士実施）
242名実施
⑦健康・栄養相談581名（栄養士、保健師電話相談も含
む）（延769名）実施
⑧乳幼児健診（４か月児健診、１０か月児健診）、離乳
食教室での啓発
４か月児健診実施回数（36回）852名
１０か月児健診実施回数36回）880名
離乳食教室実施実施回数（24回）延名247名

【幼児課】
・給食で、薄味を心がけた。
・家庭での調理に活かせるよう、給食レシピの配布する

【幼児課】
公立保育園、認定こども園、幼稚園の5歳児を対象に、
朝ごはんについてアンケートを実施した
　回答数　703人
　朝食を毎日食べる・・・94％
・アンケート結果と朝ごはんの大切さ、生活リズムにつ
いて、保護者へ啓発した

【すこやか教育推進課】
・朝食摂取率調査(全小中学生対象）
　　朝食を毎日食べる割合　29年６月実施
　　　小学生　　92.2％　（県内１位）
　　　中学生　　89.5％　（県内２位）
・児童生徒に対して朝ごはんについての指導

【健康推進課】
①各乳幼児健診での啓発（10か月、1歳8か月、2歳8か
月、3歳8か月）
10か月健診実施回数（36回）880名
1歳8か月健診実施回数（36回）925名
2歳8か月健診実施回数(36回）993名
3歳8か月健診実施回数（36回）998名
②出前講座（子育て支援センター、乳幼児対象）
　全33回実施　779人
③口腔フェスティバルでの啓発
　→パンフレット配布　300人配布

バランスの
良い食事

をとる

評価指標 目標値
対策

食塩摂取量の減
少

男性9ｇ
女性7.5ｇ
(日本人の食
事摂取基準
2010年版）

・調味料を計測して使用
する

・減塩食品を利用する

・薄味でもおいしく食べる
工夫をする

・事業で減塩を啓発す
る

・特定保健指導/健康栄
養相談を実施する

生活のリ
ズムを整
える

朝食を欠食する
人の減少(食べ
ない・時々食べ
ない）

中学2年生
3.6%<6.3%>
（H25すこやか教育推進
課調査）
3歳8ヵ月
0.1%
（H24 3.8健診）

減少傾向
・早寝早起きをする

・朝食を毎日とる

・乳幼児健診で啓発す
る

・朝食や生活リズムの
大切さについて啓発す
る

・小中学生に対し授業
で啓発する

具体的目標

【健康推進課】
①健康推進員による啓発（塩分について講義・調
理実習）
　・ステップアップ研修…全3回　60名参加
　・養成講座…1２名参加
②健康推進員による減塩活動
　・地域塩分測定
　・総合健診会場での市民への啓発
③出前講座（食事、高血圧）
　全１4回実施　327名参か
④健康づくり事業（メタボ撃退教室）
栄養指導　全4回実施　62名参加
⑤イベント会場での啓発
　・健康フェスティバル（0.8%味噌汁の試飲、パネ
ル展示）…650名参加
　・口腔フェスティバル（パネル・減塩キャラクター
の展示）…４00名参加
⑥特定保健指導（初回のみ動機・積極　栄養士実
施）　187名実施
⑦健康・栄養相談111名（栄養士、保健師電話相
談も含む）（延241名）実施
⑧乳幼児健診（４か月児健診、１０か月児健診）、
離乳食教室での啓発
４か月児健診実施回数（36回）936名
１０か月児健診実施回数36回）970名
離乳食教室実施実施回数（24回）延名267名

【健康推進課】
①健康推進員に対する啓発（塩分について講義・調理
実習）
　・ステップアップ研修
　・養成講座
②健康推進員による減塩活動
　・地域塩分測定
　・総合健診会場での市民への啓発
③出前講座（食事、高血圧）
④結果説明会（基礎編、実践編）
⑤イベント会場での啓発
　・健康フェスティバル（0.8%味噌汁の試飲、パネル展
示）
　・湖北口腔保健フェスティバル（パネル・減塩キャラク
ターの展示）
⑥特定保健指導（動機・積極 栄養士・保健時実施）
⑦健康・栄養相談（栄養士・保健師実施）
⑧乳幼児健診（４か月児健診、１０か月児健診）、離乳
食教室での啓発

【幼児課】
・給食の味付けは、薄味でもおいしく食べられるよう工夫
する

【幼児課】
公立保育園、認定こども園、幼稚園の5歳児を対
象に、朝ごはんについてアンケートを実施した
　回答数　703人
　朝食を毎日食べる・・・93％
・アンケート結果と朝ごはんの大切さ、生活リズム
について、保護者へ啓発した

【すこやか】
・朝食摂取率調査
　(全小中学生対象：年２回）
　　朝食を毎日食べる割合
　　　　　　　　　6月　　　　11月
　　小学生　　92.1％　　91.8％
　　中学生　　89.4％　　87.7％
・児童生徒に対して朝ごはんについての指導

【健康推進課】
①各乳幼児健診での啓発（10か月、1歳8か月、2
歳8か月、3歳8か月）
10か月健診実施回数（36回）970名
1歳8か月健診実施回数（36回）1025名
2歳8か月健診実施回数(36回）1030名
3歳8か月健診実施回数（36回）1042名
②出前講座（子育て支援センター、乳幼児対
象）
　全27回実施　412組参加
③口腔フェスティバルでの啓発
　→パンフレット配布　400人配布

【幼児】
・公立保育園、認定こども園、幼稚園の5歳児に朝ごは
んアンケートを実施する
・園児、保護者に対して朝ごはんについての大切さを啓
発・指導する

【すこやか】
・朝ごはんアンケートの実施
・児童生徒に対して朝ごはんについての指導をする

【健康推進課】
①各乳幼児健診での啓発（10か月、1歳8か月、2歳8か
月、3歳8か月）
②出前講座（子育て支援センター、乳幼児対象での実
施）での啓発
③口腔フェスティバルでの啓発
→パンフレット配布

H29実施事業計画H28実施結果



●方針：食べることへの感謝

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み
H30実施事業計画

【農政課】
市内直売所及びJAにおけるイベント等の実施

【幼児課】
・食事時のあいさつや食事のマナー等について指導する
・給食だよりで、食物や食事にかかわる人等について取り
上げる
・栽培活動、クッキング活動等を実施する
・園児に対して、おはしの正しい持ち方、使い方について指
導する
・給食だよりで、おはしの正しい持ち方、使い方についての
啓発をする

【すこやか教育推進課】
・授業での栽培、収穫活動
・食事マナーについての指導
・給食を配りきることの指導

【健康推進課】
①口腔フェスティバルでの啓発
→箸つかみゲームの実施、パネル展示、パンフレット配布
②出前講座での啓発
→子育て支援センター、乳幼児対象）にてパンフレット配布

H29実施結果

【農政課】
農業体験、収穫祭等開催　32回

【幼児課】
・園での食事時のあいさつ、マナー等についての指導を
する
・給食だよりで、食物や、食べ物に関わる人、ものにつ
いて取り上げた
・栽培活動、クッキング活動等を実施する
・絵本や紙芝居などで、園児に食べ物や食に関わるも
のに対する感謝の気持ちをはぐくめるよう取り組んだ
・公立保育園、認定こども園、幼稚園の4歳児を対象に、
おはしの正しい持ち方についての指導をする

【すこやか】
・授業での栽培、収穫活動
・食事マナーについての指導

【健康推進課】
①口腔フェスティバルでの啓発
→箸つまみゲームの実施、パネル展示、パンフ
レット配布　３00人参加
②出前講座（子育て支援センター、乳幼児対象）にてパ
ンフレット配布
全33回実施　779人

食をとおし
て、生命の
尊さを知る

食べ物を残すこ
とをもったいない
と思っている人
の増加

小学5年生92.1%
中学2年生89.1%

(食べるに関するアン
ケートH25)

小･中学生
100%

・家族で食事マナーを伝
える

・食にかかわる人への感
謝の心を育む

・農業等を体験する

・農業/収穫体験の機会
をつくり、感謝の気持
ちを育む取り組みを行
う

・給食時に食前食後の
あいさつをする

具体的目標 評価指標 目標値
対策

H28実施結果 H29実施事業計画

【農政課】
農業体験、収穫祭等開催　33回

【幼児課】
・公立保育園、認定こども園、幼稚園の4歳児を対
象に、おはしの正しい持ち方についての指導を実
施した
・園での食事時のあいさつ、マナー等について指
導した
・給食だよりで、食物や、食べ物に関わる人、もの
について取り上げた啓発を行った
・栽培活動による収穫する喜びや感謝の気持ちを
もてるよう啓発した
・クッキングの活動を通して何でもおいしくいただく
機会を設けた
・絵本や紙芝居を利用して感謝の気持ちやマナー
について啓発した

【すこやか】
・食事マナーについての指導
・授業での栽培、収穫活動
・給食ランチメッセージでの啓発

【健康推進課】
①口腔フェスティバルでの啓発
→箸つまみゲームの実施、パネル展示、パンフ
レット配布　400人参加
②出前講座（子育て支援センター、乳幼児対象）
にてパンフレット配布
全27回実施　412組に配布

【農政課】
市内直売所及びJAにおけるイベント等の実施

【幼児課】
・園での食事時のあいさつ、マナー等について指導する
・給食だよりで、食物や、食べ物に関わる人、ものにつ
いて取り上げる
・栽培活動、クッキング活動等を実施する
・絵本や紙芝居などで、園児に食べ物や食に関わるも
のに対する感謝の気持ちをはぐくむ取り組みをする
・公立保育園、認定こども園、幼稚園の4歳児を対象に、
おはしの正しい持ち方について指導する

【すこやか】
・授業での栽培、収穫活動
・食事マナーについての指導

【健康推進課】
①口腔フェスティバルでの啓発
→箸つかみゲームの実施、パネル展示、パンフレット配
布
②出前講座での啓発
→子育て支援センター、乳幼児対象）にてパンフレット
配布



●方針：みんなで心通わす食体験をする

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

食育体験講座開
催回数の維持

39回

（生涯学習文化スポー
ツ課H24）

39回
・食育体験講座へ積極的
に参加する

食育体験講座を開催す
る

【すこやか学校給食室】
・夏休み親子料理教室への協力
・学校給食パネル展の実施

【すこやか学校給食室】
学校給食パネル展の実施

【すこやか学校給食室】
学校給食展の実施

【すこやか学校給食室】
学校給食パネル展の実施

H30実施事業計画

【幼児課】
・給食時や給食だよりで、楽しく食事をすることを伝える
・親子活動等で、楽しく食事をする機会をつくる

【健康推進課】
①乳幼児健診（10か月児健診）
②離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）
③出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児対象）
④健康推進員 ステップアップ研修（減塩、食育）
　 健康推進員 養成講座、健康推進員（地域活動）
⑤結果説明会（実践編）
⑥イベント会場での啓発（口腔フェスティバルにてパンフ
レット配布）

【幼児課】
・園児に、給食や食育指導、たより等で、楽しく食事をす
る大切さ、誰かと一緒に食べる大切さを伝えた
・親子活動等で、楽しく食事をした

【健康推進課】
①乳幼児健診（10か月児健診）
実施回数（36回）880名教室
②離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）
実施回数（24回）延べ247名
③出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児対象）
　・食事…全1３回実施　229名参加
　・子育て支援センター、乳幼児対象
　　…全33回実施　779人
④健康推進員 ステップアップ研修（腎臓病、減塩、食
育）
　全6回実施　111名参加、
　健康推進員 養成講座　11名参加、
　健康推進員（地区活動）
⑤健康づくり事業（ヘルスアップ運動教室））
実施回数（4回）76名
⑥イベント会場での啓発（口腔フェスティバルにてパンフ
レット配布）　300人配布

H29実施結果

コミュニ
ケーション
をとりなが
ら、家族や
友人と楽し
い食事をと
る

地域の人が集
まって会食する
機会の増加(健
康推進員による
料理講習等の回
数)

196回

(健康推進員協議会資
料H24)

105回
（15地区×7
回）

・家族で食事をとる時間を
増やす

・地域の人々とコミュニ
ケーションを図り、楽しい
食事の機会を増やす

・健康推進員が行う事
業をサポートする

・家族や友人との食事
を通じたコミュニケー
ションの重要性を啓発
する

・地域の人々が食を通
じた交流ができる場を
増やす

・食事について望まし
い習慣を学ぶ機会を提
供する

・給食や授業を通じて
楽しく食事をとること
を伝える

具体的目標 評価指標 目標値
対策

H28実施結果 H29実施事業計画

【幼児課】
・園児に、給食や食育指導、たより等で、楽しく食
事をする大切さ、誰かと一緒に食べる大切さを伝
えた
・絵本や紙芝居等を利用した食育指導を行った
・給食や給食だより等による家庭への啓発を行っ
た

【健康推進課】
①乳幼児健診（10か月児健診）
実施回数（36回）名
②離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）
実施回数（24回）延べ267名
③出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児
対象）
　・食事…全17回実施　275名参加
　・子育て支援センター、乳幼児対象
　　…全27回実施　412組参加
④健康推進員 ステップアップ研修（腎臓病、減
塩、食育）
　全７回実施　198名参加、
　健康推進員 養成講座　12名参加、
　健康推進員（地区活動）
⑤健康づくり事業（メタボ撃退教室））
実施回数（4回）62名
⑥イベント会場での啓発（口腔フェスティバルにて
パンフレット配布）　400人配布

【幼児課】
・園児に、給食や食育指導、たより等で、楽しく食事をす
る大切さ、誰かと一緒に食べる大切さを伝える
・親子活動等で、楽しく食事をする機会をつくる

【健康推進課】
①乳幼児健診（10か月児健診）
②離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）
③出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児対象）
④健康推進員 ステップアップ研修（減塩、食育）
　 健康推進員 養成講座、健康推進員（地域活動）
⑤結果説明会（実践編）
⑥イベント会場での啓発（口腔フェスティバルにてパンフ
レット配布）



●方針：地域の食文化を知って食べ繋ぐ

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

長浜の郷土食を
知っている人の
増加

【小学生】
えび豆63.7%
小鮎やいさざのあめ炊
き55.4%
さばそうめん55.4%
【中学生】
えび豆60.2%
小鮎やいさざのあめ炊
き41.2%
さばそうめん56.3%
(食べるに関するアン
ケート調査H25)
【16歳以上】
えび豆73.9%
小鮎やいさざのあめ炊
き77.0%
さばそうめん77.7%
(健ながアンケート)

小中学生:50%
16歳以上:80%

・健康推進員による事
業で啓発する

・保育園や学校給食に
郷土料理を提供する

・郷土料理を広める

【幼児課】
・園の給食で行事食、郷土料理を提供した

【すこやか学校給食室】
・給食で郷土料理を提供する

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理、食
育）
→郷土食を調理実習に取り入れる
　全3回　60人
②健康推進員地区活動（調理、食育）

【幼児課】
園の給食で行事食、郷土料理を提供する

【すこやか学校給食室】
給食で郷土料理を提供する

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理、食育）
→郷土食を調理実習に取り入れる
②健康推進員地区活動（調理、食育）

【幼児課】
園の給食で行事食、郷土料理を提供する

【すこやか学校給食室】
給食で郷土料理を提供
こあゆ、ビワマス、赤こんにゃく、お講汁、打ち豆汁
など

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理、食育）
→郷土食を調理実習に取り入れる
　全3回　55人
②健康推進員地区活動（調理、食育）

【幼児課】
給食で行事食、郷土料理を提供する

【すこやか学校給食室】
給食で郷土料理を提供する

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理、食育）
→郷土食を調理実習に取り入れる
②健康推進員地区活動（調理、食育）

長浜の郷土食を
作れる人の増加

えび豆29.0%
小鮎やいさざのあめ炊
き35.5%
さばそうめん35.1%

(健ながアンケート)

50%

・健康推進員による事
業で啓発する

・郷土料理や伝統料理
の調理体験の機会を増
やす

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理、食
育）
→郷土食を調理実習に取り入れる
　全3回　60人
②健康推進員地区活動（調理、食育）

【健康推進課】
①健康推進員ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ研修（調理、食育）
→郷土食を調理実習に取り入れる
②健康推進員地区活動（調理、食育）

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理、食育）
→郷土食を調理実習に取り入れる
　全3回　55人
②健康推進員地区活動（調理、食育）

【健康推進課】
①健康推進員ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ研修（調理、食育）
→郷土食を調理実習に取り入れる
②健康推進員地区活動（調理、食育）

H30実施事業計画

[農政課]
市内直売所及びＪＡにおけるイベント等の実施

【幼児課】
地域でとれた食材を使った給食を提供する

【すこやか学校給食室】
地域でとれた食材を使った給食を提供する

【健康推進課】
①健康推進員 養成講座（調理実習）
②健康推進員ステップアップ研修（調理実習）
③健康推進員地区活動（調理実習）
④離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）

H29実施結果

【農政課】
農業体験、収穫祭等開催　32回

【幼児課】
地域でとれた食材を使った給食を園で提供する

【すこやか学校給食室】
地域でとれた食材を使った給食を提供する
　　長浜産野菜の使用率　38.8%（29.12調べ）

【健康推進課】
①健康推進員 養成講座（調理実習）
　12名参加
②健康推進員ステップアップ研修（調理実習）
　全6回実施　111名参加
③健康推進員地区活動（調理実習）
④離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）
実施回数（24回）　延べ247名

具体的目標 評価指標 目標値
対策

郷土食を
作って、食
べて、伝え
る

・地場産物を提供する直
売所を利用する

・郷土料理に親しむ

・豊かな食材、食文化を
子どもたちに伝える

地域の産
物が食卓
に出るまで
の過程を
知る

生産者との消費
者交流の機会の
増加

市内直売所とJAのイベ
ント等の実施回数35回

（農政課H24）

40回
・農業体験、収穫体験を
積極的に行う

・料理講習等で地元産
の食材を優先して使用
する

・地域でとれた食材を
使った給食を提供する

・地場産農水産物のイ
ベントの推進を図る

【農政課】
市内直売所及びJAにおけるイベント等の実施

【幼児課】
地域でとれた食材を使った給食を園で提供する

【すこやか学校給食室】
地域でとれた食材を使った給食を提供する

【健康推進課】
①健康推進員 養成講座（調理実習）
②健康推進員ステップアップ研修（調理実習）
③健康推進員地区活動（調理実習）
④離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）

H28実施結果 H29実施事業計画

【農政課】
農業体験、収穫祭等開催　33回

【幼児課】
・地域でとれた食材を使った給食を園で提供した
・地場産物の使用に努めた

【すこやか学校給食室】
・地域でとれた食材を使った給食を提供する

【健康推進課】
①健康推進員 養成講座（調理実習）
　12名参加
②健康推進員ステップアップ研修（調理実習）
　全7回実施　198名参加
③健康推進員地区活動（調理実習）
④離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）
実施回数（24回）　延べ267名



●方針：旬の食・安全な食を選ぶ力　  (※〈　〉内はH22県の数値）

直近の状況

(出典) 個人で心がけること 行政や関係機関の取り組み

地域の農産物
を優先的に購
入する人の増
加

62.3%

(健ながアンケート)
65%

H30実施事業計画

【幼児課】
・給食で旬の食材・行事食を提供する
・給食だよりで、旬の食材を紹介する

【すこやか教育推進課学校給食室】
①給食で旬の食材・行事食を提供
②給食の食材に地場産物を使用

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理実習）
②健康推進員地区活動
③離乳食教室（離乳食のおはなしタイム

【健康推進課】
①健康推進員 養成講座
②健康推進員ステップアップ研修（食育）
③出前講座
④離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）

H29実施結果

【幼児課】
①園の給食で旬の食材・行事食を提供した
②
・給食だより、食育ポケット等で旬の食材を紹介した
・園で栽培活動、クッキングをとおして旬の野菜を知らせ
るなどの指導を行った

【すこやか学校給食室】
①給食で旬の食材・行事食を提供

②給食の食材に地場産物を使用
　　　　長浜産野菜の使用率　38.8%（29.12調べ）

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理実習）
実施回数（6回）111名
②健康推進員地区活動
③離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）
実施回数（24回）延べ247名

【健康推進課】
①健康推進員　養成講座（食育）
　11名参加
②健康推進員　ステップアップ研修（食育）
　全３回　55名参加
③出前講座（食事、子育て支援センター、乳幼児
対象）
　・食事…全1３回実施　229名参加
　・子育て支援センター、乳幼児対象
　　…全28回実施　779人
④離乳食教室（離乳食のおなはしタイム）
　実施回数（24回）延べ247名

具体的目標 評価指標 目標値
対策

安全な食
品を選ぶ

｢環境こだわり
農産物｣認証
マークを知っ
ている人の増
加(見たことが
あり、意味も
知っている)

22.1%<36.1%>

(健ながアンケート)
30%

・食品を購入するときは、
地元の農産物や、「環境
こだわり農産物」認証
マークの農産物を購入す
る

・地場産農産物を提供す
る直売所を利用する

・「環境こだわり農産
物」認証マークの推
進、普及を図る

・「環境こだわり農産
物」認証マークや地域
の食品について学習す
る機会をつくる

旬のもの
を知る

旬の食材を取
り入れている
人の増加

88.1%

(健ながアンケート)
90%

・季節のものを食べる

・新鮮な地元の食材を取
り入れる

・食べ物を作り育てる農
業体験に参加する

・地域でとれた食材や
旬の野菜の利用を推進
する

・地域でとれた食材や
旬の食材を使った給食
を提供する

H28実施結果 H29実施事業計画

【幼児課】
・園の給食で旬の食材・行事食を提供した
・給食だより、食育ポケット等で旬の食材を紹介し
た
・園で栽培活動、クッキングをとおして旬の野菜の
指導を行った

【すこやか学校給食室】
・給食で旬の食材・行事食を提供
・給食の食材に地場産物を使用
　　・地場産調査の結果
　　　　 6月・・・26.0％
　　　 １１月・・・27.8％
    ・湖魚を使った給食の提供

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理実習）
実施回数（6回）120名
②健康推進員地区活動
③離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）
実施回数（24回）延べ267名

【幼児課】
①園の給食で旬の食材・行事食を提供する
②給食だよりで旬の食材を紹介する

【すこやか学校給食室】
①給食で旬の食材・行事食を提供
②給食の食材に地場産物を使用

【健康推進課】
①健康推進員ステップアップ研修（調理実習）
②健康推進員地区活動
③離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）

【健康推進課】
①健康推進員　養成講座（食育）
　12名参加
②健康推進員　ステップアップ研修（食育）
　全３回　60名参加
③出前講座（食事、子育て支援センター、乳
幼児対象）
　・食事…全17回実施　275名参加
　・子育て支援センター、乳幼児対象
　　…全27回実施　412組参加
④離乳食教室（離乳食のおなはしタイム）
　実施回数（24回）延べ267名

【健康推進課】
①健康推進員 養成講座
②健康推進員ステップアップ研修（食育）
③健康推進員（地区活動）
④離乳食教室（離乳食のおはなしタイム）


